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Kin Town Statistics

資料編

Famous Historical Figures of Kin Town

フィリピン移民の父
大城 孝蔵【1881年～1935年】
oshiro kozo

琉球政府最後の任命主席
松岡政保 【1897年～1989年】
matsuoka seiho

Matsuoka Seiho 1897-1989

Founding father of Filipino emigrants
Oshiro Kozo 1881-1935

金武町出身の沖縄の偉人を紹介します。

 金武間切金武区にアナガヌウィーの長男
として誕生した大城孝蔵は、恩師の當山久
三氏からの依頼を受け、監督者としてフィ
リピンの移民を支えました。ベンゲット道
路建設に始まりダバオの開拓と麻栽培、日本
人小学校、病院の建設などフィリピンで大
活躍を果たしました。

Born as the eldest son to Anaganuwee in Kin ward of Kin magiri, 
under the request of his mentor Toyama Kyuzo, Oshiro Kozo 
supervised and supported the immigrants to the Philippines. He 
contributed in numerous ways starting with the construction of the 
Benguet Road, cultivation of Davao and hemp, a Japanese 
elementary school as well as hospitals. 

Born the fourth son of Kushimiiyangwa in Kin Village’s Namisa-
to, Matsuoka Seiho became the fourth executive appointed by the 
government of the Ryukyu islands and served in the position as 
chief executive managing the politics and administration of the 
Ryukyu government for four years. Through his efforts, a public 
election system for the governor of Okinawa under United States 
rule was realized, paving the way for Okinawa’s return to Japan. 

 金武間切並里のクシミーヤン小の四男とし
て誕生した松岡政保は、昭和 39 年に第 4 代
琉球政府任命行政主席に就任し、4 年にわた
り琉球政府の最高責任者として沖縄の政治、
行政の運営にあたりました。彼の努力によっ
て、米国統治下で主席公選制が実現し沖縄返
還のレールが敷かれました。

The last appointed executive of the 
Ryukyu island government
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町民の暮らし
町
民
の
暮
ら
し

人
口・世
帯

人口・世帯
人口の年齢別構造

人口動態の推移
自然動態 社会動態

国勢調査人口・世帯数

人口 10,806人
令和2年国勢調査

世帯数  5,427世帯
令和3年3月末日現在

人口密度 285.6／㎢
令和2年国勢調査

１世帯人員 2.0人
令和4年3月末日現在

出生 78人
令和3年3月末日現在

死亡 154人
令和3年3月末日現在

転入 607人
令和3年3月末日現在

転出 509人
令和3年3月末日現在

結婚 34件
令和3年3月末日現在

離婚 30件
令和3年3月末日現在 令和4年3月末日現在 令和2年3月末日現在

町面積 37.84㎢
令和4年3月末日現在

基地面積 21.091㎢
令和4年3月末日現在

町職員 164人
令和4年3月末日現在

議員数 16人
令和4年3月末日現在

町の予算（歳出決算額） 
11,899,837千円

1人あたりの町税負担額
125,454円

単位：人

年次 世帯数
人口 人口密度　

１k㎡あたり総数 男 女
大正９年
大正14年
昭和５年

10年
15年
22年
25年
30年
35年
40年
45年
50年
55年
60年

平成2年
7年
12年
17年
22年
27年

令和2年

1,785
1,768
1,820
1,879
1,925

̶　
1,626
1,470
1,980
2,319
2,641
2,676
2,756
3,009
3,104
3,216
3,378
4,056
4,373
4,611
4,657

7,720
7,616
7,709
8,143
8,270

̶　
7,209
6,885
8,846
9,191
9,953

10,120
9,745

10,005
9,525
9,911

10,106
10,619
11,066
11,232
10,806

3,482
3,502
3,488
3,847
3,935

̶　
3,126
3,111
4,462
4,235
4,454
4,772
4,585
4,751
4,463
4,716
4,933
4,933
5,440
5,565
5,371

4,238
4,114
4,221
4,296
4,335

̶　
3,993
3,774
4,384
4,956
5,499
5,348
5,160
5,254
5,062
5,195
5,173
5,457
5,626
5,667
5,435

195.3
192.7
195.0
117.0
119.0

̶　
190.9
182.3
234.2
243.3
263.5
267.9
258.0
264.9
253.6
263.8
263.3
281.3
292.8
296.8
285.6

注：大正9年～昭和15年までは、宜野座村との合計資料：令和2年国勢調査
国勢調査：日本国内に普段住んでいるすべての人および世帯を対象とする全数調査

資料：令和2年度国勢調査
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平成
22年

行政区別人口労働力
人口の年齢別構造

産業別就業者の推移

資料：令和2年国勢調査

資料：令和2年国勢調査

各年3月末
区分 平成

23年
平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
30年

平成
31年

令和
2年

令和
3年

令和
4年

世帯数 4,848 4,919 5,009 5,063 5,108 5,315 

11,518 

5,744 

5,774 

100% 

2,377 

4,785 

2,391 

2,394 

41.5% 

1,217 

2,799 

1,391 

1,408 

24.3% 

372 

887 

439 

448 

7.7% 

501 

1,095 

526 

596 

9.5% 

848 

1,952 

997 

955 

16.9% 

平成
27年

5,137 

11,421 

5,637 

5,784 

100% 

2,338 

4,804 

2,370 

2,434 

42.1% 

1,177 

2,757 

1,364 

1,393 

24.1% 

352 

916 

436 

480 

8.0% 

464 

1,055 

509 

546 

9.2% 

806 

1,889 

958 

931 

16.5% 

平成
28年

5,186 

11,462 

5,684 

5,778 

100% 

2,343 

4,789 

2,382 

2,407 

41.8% 

1,190 

2,771 

1,372 

1,399 

24.2% 

354 

907 

436 

471 

7.9% 

484 

1,078 

515 

563 

9.4% 

815 

1,917 

979 

938 

16.7% 

平成
29年

5,267 

11,452 

5,714 

5,738 

100%

2,373 

4,768 

2,381 

2,387 

41.6%

1,199 

2,770 

1,380 

1,390 

24.2% 

365 

905 

440 

465 

7.9% 

500 

1,088 

522 

566 

9.5% 

830 

1,921 

991 

930 

16.8% 

5,381 

11,510 

5,751 

5,759 

100% 

2,374 

4,732 

2,367 

2,365 

41.1% 

1,224 

2,771 

1,385 

1,386 

24.1% 

384 

919 

453 

466 

8.0% 

512 

1,103 

532 

571 

9.6% 

887 

1,985 

1,014 

971 

17.2% 

5,433 

11,434 

5,739 

5,695 

100% 

2,369 

4,640 

2,334 

2,306 

40.6% 

1,238 

2,785 

1,395 

1,390 

24.4% 

412 

956 

476 

480 

8.4% 

513 

1,085 

529 

556 

9.5% 

901 

1,968 

1,005 

963 

17.2% 

5,517 

11,448 

5,746 

5,702 

100% 

2,395 

4,600 

2,334 

2,266 

40.2% 

1,258 

2,792 

1,389 

1,403 

24.4% 

418 

953 

475 

478 

8.3% 

525 

1,094 

524 

570 

9.6% 

921 

2,009 

1,024 

985 

17.5% 

5,605 

11,452 

5,748 

5,704 

100% 

2,414 

4,562 

2,322 

2,240 

39.8% 

1,272 

2,817 

1,384 

1,433 

24.6% 

419 

922 

468 

454 

8.1% 

519 

1,077 

518 

559 

9.4% 

981 

2,074 

1,056 

1,018 

18.1% 

人口 11,170 11,215 11,247 11,389 11,438 

男 5,485 5,524 5,531 5,617 5,655 

女 5,685 5,691 5,716 5,772 5,783 

人口比重 100% 100% 100% 100% 100% 

世帯数 2,272 2,300 2,304 2,309 2,316 

人口 4,806 4,832 4,835 4,841 4,801 

男 2,380 2,386 2,375 2,384 2,383 

女 2,426 2,446 2,460 2,457 2,418 

人口比重 43.0% 43.1% 43.0% 42.5% 42.0% 

世帯数 1,111 1,121 1,149 1,159 1,170 

人口 2,699 2,700 2,705 2,739 2,756 

男 1,321 1,339 1,340 1,361 1,368 

女 1,378 1,361 1,365 1,378 1,388 

人口比重 24.2% 24.1% 24.1% 24.0% 24.1% 

世帯数 338 339 342 346 348 

人口 900 885 904 900 931 

男 422 416 427 428 450 

女 478 469 477 472 481 

人口比重 8.1% 7.9% 8.0% 7.9% 8.1% 

世帯数 419 431 477 462 467 

人口 968 987 1,004 1,023 1,047 

男 458 470 476 486 492 

女 510 517 528 537 555 

人口比重 8.7% 8.8% 8.9% 9.0% 9.2% 

世帯数 708 728 737 787 807 

人口 1,797 1,811 1,799 1,886 1,903 

男 904 913 913 958 962 

女 893 898 886 928 941 

人口比重 16.1% 16.1% 16.0% 16.6% 16.6% 

資料：住民生活課

総数
4,418人

公務（他に分類されるものを除く）
（304人）

分類不能の産業（12人） 農業・林業（368人）

漁業（32人）
鉱・採石・
砂利採取業（3人）

建設業
（600人）

製造業
（155人）

電気・ガス・
熱供給・水道業

（43人）
情報通信業

（45人）
運輸業・
郵便業

（111人）
卸売業・
小売業（372人）

金融業・
保険業（29人）

不動産業・
物品賃貸業（30人）学術研究・

専門・技術サービス業
（55人）

宿泊業・
飲食サービス業（449人）

生活関連サービス業・
娯楽業（141人）

教育・学習支援業
（236人）

医療・福祉
（926人）

複合サービス事業
（22人）

サービス業
（他に分類されないもの）
（485人）

0 20 40 60 80 100

昭和55年

昭和60年

平成2年

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

令和2年
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4,354人

4,608人

4,418人

第一次産業 第二次産業 第三次産業

行 政 区

総　数

金　武

並　里

中　川

伊　芸

屋　嘉

行
政
区
別
人
口

労
働
力・産
業
別
就
業
者
の
推
移

55 54



男

 

年
齢
15
歳
以
上
労
働
力
状
態・北
都
市
町
村
別
労
働
力
状
態

産
業
別
事
業
所
数
及
び
従
業
者
数
の
推
移

単位：人、%

資料：令和2年国勢調査

年次 総数

労働力人口

完全失業者
（B）

非労働
人口

失業率（％）
B/A×100総数

（A）

就業者

計 女

昭和45年

昭和50年

55年

60年

平成2年

7年

12年

17年

22年

27年

令和2年

6,869

7,086

6,891

7,423

7,353

8,042

8,321

8,847

9,190

9,266

8,926

4,330

4,037

3,964

4,539

4,413

4,522

4,426

4,868

4,932

4,992

4,687

4,194

3,668

3,567

4,280

4,092

4,009

3,730

4,277

4,354

4,608

4,418

2,032

2,101

2,104

2,408

2,252

2,339

2,180

2,376

2,458

2,573

2,432

2,162

1,567

1,463

1,872

1,840

1,670

1,550

1,901

1,896

2,035

1,986

136

369

397

259

321

513

696

591

578

384

269

2,539

3,049

2,927

2,868

2,924

3,502

3,894

3,952

4,178

4,266

3,919

3.1

9.1%

10.0%

5.7%

7.3%

11.3%

15.7%

12.1%

11.7%

7.7%

5.7%

単位：人、%

資料：令和2年国勢調査

市町村名 総数
（A）

労働力人口
非労働力

人口 （％）
総数（B） 就業者 完全失業者

名護市
国頭村

大宜味村
東村

今帰仁村
本部町
恩納村

宜野座村
金武町
伊江村

伊平屋村
伊是名村

51,153
3,930
2,740
1,400
7,557
10,654
9,284
4,670
8,926
3,495
931

1,115

26,440
2,419
1,525
905

4,374
6,424
5,092
2,967
4,687
2,273
672
764

25,151
2,238
1,426
864

4,118
6,063
4,679
2,866
4,418
2,218
646
689

1,289
181
99
41
256
361
413
101
269
55
26
75

15,349
1,511
1,161
495

2,959
4,222
3,228
1,666
3,919
1,222
259
351

51.7%
61.6%
55.7%
64.6%
57.9%
60.3%
54.8%
63.5%
52.5%
65.0%
72.2%
68.5%

資料：事業所・企業統計調査（平成18年～平成18年）
H21、H26、H28、R3経済センサス

単位：人、%

産業別事業所数及び従業者数の推移 年齢15歳以上労働力状態

北部市町村別労働力状態

総数

農林漁業

鉱業

建設業

製造業

卸売・小売業・飲食店

金融・保険業

不動産業

不動産業・物品賃貸業

電気・ガス・
熱供給・水道業

公務
（他に分類されないもの）

運輸・通信業

情報･通信

運輸業

運輸業・郵便業

御売・小売業

飲食店・宿泊業

医療・福祉

教育学習支援

サービス業

複合サービス事業

学術研究・
専門・技術サービス業

生活関連サービス業・
娯楽業

サービス業
（他に分類されないもの）
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―  

103

472

585

1010

244

―  

34

39

95

176

486

5

0

49

35

― 

3

― 

34

2

33

― 

3

― 

11

96

108

34

19

― 

4

12

38

― 

3414

45

0

600

186

―  

28

―  

48

56

203

―  

6

―  

73

396

408

1136

100

―  

35

28

66

―  

413

7

0

49

24

― 

― 

― 

― 

3

― 

― 

3

― 

8

82

94

38

24

― 

2

15

40

24

3753

96

0

564

124

―  

―   

―  

―   

68

―  

―  

8

―  

80

363

358

1109

404

―  

28

44

103

404

従
業
者
数

事
業
所
数

従
業
者
数

事
業
所
数

従
業
者
数

事
業
所
数

従
業
者
数

事
業
所
数

従
業
者
数

事
業
所
数

従
業
者
数

事
業
所
数

従
業
者
数

事
業
所
数

従
業
者
数

事
業
所
数

従
業
者
数

事
業
所
数

平成3年 平成8年 平成13年 平成16年 平成18年 平成21年 平成26年 平成28年 令和3年
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167
29
8

37
75
18

193
34

6
51
86
16

162
39
7

28
73
15

126
27
7

27
61
4

143
41
13
20
65
4

141
46
11
25
57
2

140
21
18
31
59
11

専業兼業別農家数
農家数の推移

経営耕地規模別農家数の推移

資料：農林業センサス

資料：農林業センサス　※2000、2005、2010年の調査は、販売農家戸数のみ
販売農家＝経営耕地面積が30アール以上又は農産物販売額が50万円以上の農家
兼業農家＝経営耕地面積が30アール未満かつ農産物販売額が50万円未満の農家

資料：農林業センサス

注：グラフの中の数字は農家数（平成17年と22年は農業経営体数）

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

603

525 542
487

412 390 370

245

総数
屋嘉
伊芸
金武
並里
中川
総数
屋嘉
伊芸
金武
並里
中川
総数
屋嘉
伊芸
金武
並里
中川
総数
屋嘉
伊芸
金武
並里
中川
総数
屋嘉
伊芸
金武
並里
中川
総数
屋嘉
伊芸
金武
並里
中川
総数
屋嘉
伊芸
金武
並里
中川

525
122
44

110
194
55

542
120
46

112
215
49

384
94
30
67

151
42

287
73
30
45

117
22

260
71
30
41

100
18

224
68
27
38
77
14

245
48
30
55
94
18

358
93
36
73

119
37

349
86
40
61

129
33

222
55
23
39
78
27

161
46
23
18
56
18

117
30
17
21
35
14
83
22
16
13
20
12

105
27
12
24
35
7

89
25
4

18
32
10
85
7

12
21
35
10
53
19
1
7

21
5

53
14
5
4

28
2

31
13

-
5

11
2

14
4
2
3
3
2

26
10
3
9

15
2

269
68
32
55
87
27

264
79
28
40
34
23

169
36
22
32
57
22

108
32
18
14
28
16
86
17
17
16
24
12
69
18
14
10
17
10
79
20
11
18
24
5

1990
（平成2年）

年次 行政区別 計 専業農家

兼業農家

小計 第1種兼業 第2種兼業

1995
（平成7年）

2000
（平成12年）

2005
（平成17年）

2010
（平成22年）

2015
（平成27年）

2020
（令和2年）

単位：戸

農　業

0

100

200

300

400

500

600

700

農
業

専
業
兼
業
別
農
家
数

平成2年

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

令和2年

0.3未満 0.3～1.0 1ha以上 例外規程

32.6%

36.5%

23.4%

16.8%

7.1%　

15.2%

11.8% 

53.3%

50.6%

65.9%

63.5%

70.1%

69.3%

66%

12.8%

11.4%

10.5%

19.7%

22.8%

15.6%

22%

1.3%

1.5%

0.2%

100%0% 20% 40% 60% 80%
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町税の内訳
（令和2年度）

特別会計及び企業会計・決算
（令和3年度） 財　政　（令和3年度決算）

資料：企画課

歳入

歳出

（R2.3月末時点人口10,806人）

  

科目 金額（千円） 構成比（％）
1款    町税
2款    地方譲与税
3款    利子割交付金
4款    配当割交付金
5款    株式等譲渡所得割交付金
6款　法人事業税交付金
7款    地方消費税交付金
8款    自動車取得税交付金
9款    国有提供施設等所在市町村助成交付金
10款　施設等所在市町村調整交付金
11款　地方特例交付金
12款　地方交付税
13款　交通安全対策特別交付金
14款　分担金及び負担金
15款　使用料及び手数料
16款　国庫支出金
17款　県支出金
18款　財産収入
19款　寄附金
20款　繰入金
21款　繰越金
22款　諸収入
23款　町債

1,388,572
41,972

396
2,342
2,837
9,376

239,183
2,154

243,137
274,253
21,227

2,363,813
1,741

51,674
112,712

3,136,298
903,285

2,135,711
133,443
210,620
95,747

215,686
594,436

11.4%
0.3%
0.0%
0.0%
0.0%
0.1%
2.0%
0.0%
2.0%
2.3%
0.2%

19.4%
0.0%
0.4%
0.9%

25.7%
7.4%

17.5%
1.1%
1.7%
0.8%
1.8%
4.9%

科目 金額（千円）
1款    議会費
2款    総務費
3款    民生費
4款    衛生費
5款    労働費
6款    農林水産費
7款    商工費
8款    土木費
9款    消防費
10款　教育費
11款　災害復旧費
12款　公債費
13款　諸支出金

119,728
2,613,395
3,304,363

572,883
22,308

482,562
740,951
993,018
228,125

1,871,749
5,005

389,808
539,147

1.0%
22.0%
27.8%
4.8%
0.2%
4.1%
6.2%
8.4%
1.9%

15.8%
0.0%
3.3%
4.5%

歳入合計

歳入合計

12,180,621 100.0%

11,883,042 100.0%

町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

310,846

674,046

29,388

59,847

金額（千円）種別

27,177

58,930

2,569

5,232

町民1人当りの
負担額（円）

1,759,508

21,742

161,621

119,720

2,062,591

545,465

1,727,835

18,813

161,087

116,144

2,023,879

591,941

466,289

878,076

45,771

44,330

43,150

81,258

4,235

4,102

歳出（千円）歳入（千円）

①国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

②有線放送電話事業特別会計

③後期高齢者医療特別会計

④下 水 道 特 別 会 計

　 合 計 　

水 道 事 業 会 計（特 別 会 計）

10
金額 億円

年度 20 40 5030 60 70 80 90 100 110 130 140120 

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成29年度

平成30年度

令和元年

令和2年

令和3年

財
政

町
税
の
内
訳・特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
決
算・一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
額
の
推
移

一般会計歳入歳出決算額の推移（平成16年度～令和2年度）

構成比（％）

歳出
（性質別）

歳出
（目的別）

歳入

国庫支出金
3,592,859千円
29.5%

県支出金
822,732千円
6.8%

施設等所在市町村
調整交付金
274,272千円
2.2%

その他
1,851,461千円
15.2%

地方交付税
2,166,342千円
17.8%

財産収入
2,117,294千円
17.4%

町税
1,355,661千円
11.1%

民生費
3,136,249千円
26.4%

物件費
1,769,986千円
15.4%

人件費
1,735,880千円
15.1%

その他の経費
1,010,632千円

15.1%

投資的経費
1,470,332千円

12.8%

公債費
387,774千円
3.4% 補助費等

4,007,915千円
34.8%

扶助費
1,136,538千円
9.9%

総務費
3,300,741千円
27.8%

教育費
1,284,016千円
10.8%

土木費
1,047,959千円
8.8%

衛生費
529,850千円
4.5%

農林水産業費
653,869千円
5.4%

公債費
387,774千円
3.3%

その他
1,560,584千円
13.1%

歳入
歳出
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至

至

至

至

至

至

至

至

至

行 政・議 会 行
政・議
会

行
政・議
会

※「金武町副町長の定数を定める条例」により、平成23年4月1日から1人体制になる。

歴代助役（戦前） 歴代収入役（戦前）
  

氏　　名
当山　順吉 

新里　銀次郎
宜野座　復吉
仲田　傳造

伊芸　幸吉郎
屋比久　孟竹

出　身　字 
並　　里
惣　　慶
金　　武
並　　里
並　　里

宜　野　座

  
氏　　名

島袋　福三 
仲本　実之助
仲間　孝太郎
宜野座　復吉
山城　昌英
池原　長流 
宜野座　弘

出　身　字 
古知屋
漢那
金武
金武
金武
並里
金武

歴代助役（戦後） 歴代収入役（戦後）
 

仲間　繁雄
山城　昌英
池原　長流
岡村　洋一
岡村　顕
岡村　洋一
安富　信英
松堂　国夫
仲間　輝久雄
伊藝　秀成
伊藝　秀成
伊藝　秀成
新里　勉
仲間　貞信
伊藝　達博

代
1
2
3
4
5
6
7

8・9
10・11
12
13
14
15
16
17

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

昭和21.4.25

昭和23.6.30

昭和27.2.26

昭和27.2.26

昭和35.3.1

昭和39.1.30

昭和43.3.1

昭和47.5.4

昭和55.5.1

昭和63.2.3

平成4.2.3

平成8.2.3

平成10.7.1

平成14.12.20

平成18.12.20

至

至

至

至

至

至

至

至

至

至

至

至

至

至

至

昭和23.2.25

昭和27.1.31

昭和31.1.19

昭和31.1.19

昭和39.1.4

昭和43.2.20

昭和47.2.29

昭和55.4.30

昭和62.11.16

平成4.2.2

平成8.2.2

平成10.6.30

平成14.6.10

平成18.12.19

平成19.3.31

就 退 年 月 日　氏　名

 

山城　昌英
安次富　正英
安富　信英
宜野座　次吉
安次富　和雄
安次富　康雄
前田　晃一
仲間　貞信
仲間　正直

代
1

2・3
4～6
7・8
9・10
11・12
13～15
16
17

自

自

自

自

自

自

自

自

自

昭和21.4.30

昭和23.3.31

昭和31.7.18

昭和43.3.1

昭和49.8.1

昭和57.8.1

昭和63.2.28

平成10.7.1

平成14.12.20

昭和23.3.20

昭和31.7.15

昭和43.2.29

昭和49.7.23

昭和57.7.31

昭和63.1.31

平成10.6.30

平成14.6.30

平成18.12.19

就 退 年 月 日　氏　名

歴代副町長

池原　勝啓
伊藝　達博

伊藝　達博

池原　均
金城　司

代

1

2

3

4

自

自

自

自

自

自

平成19.4.1

平成19.4.1

平成22.12.20

平成23.4.1

平成26.12.20

令和4.12.20

至

至

至

至

至

至

平成21.8.31

平成22.12.19

平成23.3.31

平成26.12.19

令和4年12.19

現職

就 退 年 月 日　 備　考
内務担当副町長（副町長2人制）

事業担当副町長（副町長2人制）
事業担当副町長（内務担当兼務）

副町長2人制
副町長（副町長1人制）

〃

〃

氏　名

資料：総務課

歴代地頭代・間切長・村長・町長一覧

地 頭 代 安次富　親雲上 不　　詳 不　詳 地 頭 代 金　武

地 頭 代 伊芸　親雲上 不　　詳 不　詳 地 頭 代 金　武

地 頭 代 伊芸　金次郎 不　　詳 不　詳 地 頭 代 屋　嘉

間 切 長 池原　金次郎 明治34年8月～明治37年5月 2 年 10カ月 間 切 長 並　里

間 切 長 仲田　徳三 明治37年5月～明治38年5月 1 年 間 切 長 並　里

初代村長 新里　良清 明治38年5月～明治43年5月 4 年 10カ月 間切長（半年）
官 選 村 長 金　武

2 代 与那嶺　三郎 明治43年2月～大正2年2月 3 年 1 ヶ月 官 選 村 長 金　武

新里　善助 大正2年2月～大正2年3月 1 ヶ月 官選代理村長 惣　慶

3 代 宜野座　半吉 大正2年3月～大正6年7月 4 年 5 カ月 官 選 村 長 惣　慶

4 代～ 5 代 新里　善助 大正6年7月～大正13年7月 7 年 2 カ月 官 選 村 長
民 選 村 長 金　武

6 代 小波津　保光 大正13年8月～昭和2年4月 2 年９ヵ月 民 選 村 長 金　武

7 代 仲間　源助 昭和2年5月～昭和3年8月 1 年 4 カ月 民 選 村 長 並　里

8 代 当山　順吉 昭和3年9月～昭和7年9月 4 年 民 選 村 長 並　里

9 代 新里　善助 昭和7年9月～昭和11年9月 4 年 民 選 村 長 惣　慶

10 代・11 代 池原　新蔵 昭和11年9月～昭和16年5月 5 年 民 選 村 長 伊　芸

12 代 仲田　傳造 昭和16年6月～昭和20年4月 4 年 民 選 村 長 並　里

戦後の歴代村長・町長
13代 伊芸　豊徳 昭和 21 年 4 月～昭和 23 年 2 月 1 年 10 カ月 官 選 村 長 金　武

14代・15代 松岡　政幸 昭和 23 年 2 月～昭和 27 年 2 月 4 年 民 選 村 長 並　里

16代 奥間　清徳 昭和 27 年 2 月～昭和 31 年 2 月 4 年 民 選 村 長 金　武

17代・18代 宜野座　達雄 昭和 31 年 2 月～昭和 39 年 1 月 8 年 民 選 村 長 並　里

19代～21代 岡村　顕 昭和 39 年 1 月～昭和 51 年 1 月 12 年 民 選 村 長 並　里

22代 吉田　勝栄 昭和 51 年 2 月～昭和 55 年 3 月 4 年 民 選 村 長 金　武

初代・2代 吉田　勝栄 昭和 55 年 4 月～昭和 63 年 1 月 8 年 町　長 金　武

3代・4代 仲間　輝久雄 昭和 63 年 1 月～平成 6 年 3 月 6 年 2 カ月 町　長 金　武

5代・6代 吉田　勝廣 平成 6 年 4 月～平成 14 年 4 月 8 年 町　長 金　武

7代～9代 儀武　剛 平成 14 年 4 月～平成２６年４月 １２年

在　職

町　長 金　武

10～12代 仲間　一 平成 26 年 4 月～現在 町　長 並　里

代 氏　　名 就 退 任 年 月 在 職 年 数 職　名 備　考
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歴
代
議
長
一
覧・歴
代
副
議
長
一
覧

指
定
文
化
財
一
覧

金武町指定文化財一覧

資料：議会事務局

番　号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

有形文化財（建造物）

天然記念物

天然記念物

記念物（史跡）

記念物（史跡）

民俗文化財（無形）

記念物（史跡）

記念物（史跡）

記念物（史跡）

民俗文化財（有形）

民俗文化財（有形）

民俗文化財（有形）

記念物（史跡）

記念物（史跡）

記念物（史跡）

記念物（史跡）

字金武222番地

字伊芸33番地

字金222番地

字金919番地

字金12041-2番地

字伊芸778-1番地

字金武640番地

字屋嘉1338番地

字屋嘉599-1番地

字金武224番地

字屋嘉14番地

字屋嘉360-1番地

字金武126番地

字金武10408番地

字金武10406番地付近

字金武4番地

1984年（昭和59）6月1日

1991年（平成3）7月16日

1991年（平成3）12月24日

1991年（平成3）12月24日

1991年（平成3）12月24日

1991年（平成3）12月24日

1992年（平成4）5月7日

1992年（平成4）5月7日

1992年（平成4）5月7日

1992年（平成4）5月7日

1993年（平成5）4月27日

1993年（平成5）4月27日

1994年（平成6）4月28日

1994年（平成6）4月28日

2021年（令和3）1月1日

2021年（令和3）1月1日

金武観音寺

伊芸のがじまる

観音寺のフクギ

慶武田川（キンタガー）

茶川（サーガ）

南ヌ島（フェーヌシマ）

ウッカガー（金武大川）

ヨリブサノ御嶽（東御嶽）

底森御嶽（西御嶽）

勾玉・簪・古文書
（金武ノロ神具）

屋嘉のウフカー（大井戸）

屋嘉の芸能衣装

トゥムスズ御嶽

ナコオガーのイズミ
（名古川の泉）

旧億首橋

旧金武村の忠魂碑

有形文化財（工芸品） 字金武222番地 1985年（昭和30）6月18日梵鐘（旧天界禅寺鐘）

有形文化財（建造物） 字金武4番地 2021年（令和3）2月26日當山紀年館

名　称 種　別 所　在　地 指 定 日  

沖縄県指定文化財一覧
番　号

1

名　称 種　別 所　在　地 指 定 日
 

国指定文化財一覧
番　号

1

名　称 種　別 所　在　地 指 定 日
 

歴代議長一覧

代 氏　　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

昭和23年9月14日

昭和25年10月7日

昭和28年4月20日

昭和29年10月19日

昭和33年10月10日

昭和34年12月19日

昭和37年10月9日

昭 和 3 9 年 2月6日

昭和41年10月7日

昭和42年9月21日

昭和45年9月30日

昭和49年10月7日

昭和53年9月28日

昭和57年9月28日

昭和61年9月29日

昭和63年12月20日

平成4年12月11日

平成5年12月24日

平成8年12月11日

平成12年12月11日

平成16年12月11日

平成20年12月12日

平成24年12月11日

平 成 2 8 年 3月7日

平成28年12月12日

令和2年12月11日

昭和25年9月27日

昭和28年4月20日

昭和29年9月27日

昭和33年9月27日

昭和34年12月19日

昭和37年9月27日

昭和39年1月29日

昭和41年9月27日

昭和42年9月21日

昭和45年9月27日

昭和49年9月27日

昭和53年9月27日

昭和57年9月27日

昭和61年9月27日

昭和63年11月6日

平成4年12月10日

平成5年12月13日

平成8年12月10日

平成12年12月10日

平成16年12月10日

平成20年12月10日

平成24年12月10日

平 成 2 8 年 3月3日

平成28年12月10日

令和2年12月10日

　 現 在 　

奥 間 　 清 盛

伊 芸 　 豊 徳

池 原 　 新 蔵

仲 田 　 傳 造

山 城 　 昌 英

仲間　喜一郎

岡 村 　 洋 一

安 富 　 朝 栄

宜野座　達雄

池 原 　 三 郎

池 原 　 三 郎

池 原 　 三 郎

宜野座　安雄

宜野座　安雄

宜野座　安雄

外間　現一郎

大 城 　 豊 彦

照 屋 　 全 吉

照 屋 　 全 吉

伊 芸 　 弘 明

松 田 　 義 政

仲 里 　 全 孝

仲 里 　 全 孝

嘉 数 義 光

嘉 数 義 光

嘉 数 義 光

歴代副議長一覧

代 氏　　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

昭和23年9月14日

昭和25年10月7日

昭和28年4月20日

昭和29年10月9日

昭和31年5月29日

昭和33年10月10日

昭和34年12月19日

昭和37年1月19日

昭和37年10月9日

昭和41年10月7日

昭和42年9月21日

昭和45年9月30日

昭和49年10月7日

昭和50年12月19日

昭和53年9月28日

昭和55年3月13日

昭和57年9月28日

昭和61年9月29日

昭和63年12月21日

平成4年12月11日

平成5年12月24日

平成8年12月11日

平成12年12月11日

平成16年12月13日

平成20年12月12日

平成24年12月11日

平成28年12月12日

令和2年12月11日

昭和25年9月27日

昭和28年4月19日

昭和29年9月27日

昭 和 3 1 年 2月8日

昭和33年9月27日

昭和34年12月14日

昭和37年1月19日

昭和37年9月27日

昭和41年9月27日

昭和42年9月21日

昭和49年9月27日

昭和49年9月27日

昭和50年11月30日

昭和53年9月27日

昭和55年3月13日

昭和57年9月27日

昭和61年9月27日

昭和63年11月6日

平成4年12月10日

平成5年12月24日

平成8年12月10日

平成12年12月10日

平成16年12月10日

平成20年12月10日

平成24年12月10日

平成28年12月10日

令和2年12月10日

　 現 在 　

仲 田 　 傳 造

岡 村 　 顕

仲 田 　 傳 造

岡 村 　 洋 一

池 原 　 長 流

安 富 　 新 三

池 原 　 三 郎

安 富 　 朝 栄

宜野座　安雄

池 原 　 三 郎

宇久田　朝英

宇久田　朝英

吉 田 　 勝 栄

大城　孝太郎

宜 野 座 　 栄

宜野座　健雄

宜野座　健雄

外間　現一郎

池 原 　 三 郎

照 屋 　 全 吉

上江洲　武久

上江洲　武久

安 富 　 栄 一

仲 間 　 昌 信

宇久田　朝仁

伊 芸 　 孝

大 城 一 之

前 田 健 次

ウタキ

ウタキ

ちゅうこんひ

ぼんしょう てんかいぜんじしょう

ウタキ

まがたま かんざし こもんじょ

アガリ

イリ

65 64



名　　称 所　在　地 NTT

名　　称 所　在　地 NTT

名　　称 所　在　地 NTT

公共施設一覧 公
共
施
設
一
覧

公
共
施
設
一
覧

学校教育施設

名　　称 所　在　地 NTT
金武町役場
総務課
企画課
商工観光課
住民生活課
税務課
保健福祉課
こども支援課
複合庁舎整備推進課
建設課
農林水産課
農業委員会
議会事務局
上下水道課
総合保健福祉センター
教育委員会
学校教育課
社会教育課
給食センター

金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武 1
金武町字金武7758
金武町字金武7758
金武町字金武7758
金武町字金武1813-5

（098）
968-2111
968-6262
968-3236
968-3557
968-2112
968-3559
968-2223
968-6077
968-2443
968-2443
968-4717
968-2292
968-3950
968-5932
（098）
968-2991
968-8996
968-2640

町立中央公民館
町立図書館
町立体育館
町立武道館
町営プール
金武町ベースボールスタジアム
金武町フットボールセンター

金武町字金武7758
金武町字金武1827
金武町字金武7758
金武町字金武1832
金武町字金武1830
金武町字金武11053
金武町字金武10988-1

968-2992
968-5004
968-3203
968-5667
968-7771
968-7005
968-5855

町の施設

社会教育施設

金武こども園
みつばこども園
並里こども園
嘉芸こども園
杉の子幼児学園
認定こども園きんのほし
はまだ保育園
金武こどもみらい園
ららくる屋嘉保育園
すぎのこ小規模保育園
中川幼稚園
金武小学校
中川小学校
嘉芸小学校
金武中学校

金武町字金武491-1
金武町字金武10492-7
金武町字金武806
金武町字屋嘉1555
金武町字金武4127
金武町字金武4223
金武町字金武4231
金武町字金武4213
金武町字屋嘉253
金武町字金武4123-3
金武町字金武10154
金武町字金武549
金武町字金武10154
金武町字屋嘉1470
金武町字金武3504

968-5385
983-2800
968-5382
965-2182
968-2308
989-8528
968-5383
968-2637
965-5880
987-8411
968-6088
968-2408
968-2103
964-2004
968-2106

保健消防衛生施設

名　　称 所　在　地 NTT
金武診療所
金武町火葬場
金武地区消防衛生組合
金武地区清掃センター

金武町字金武94
金武町字金武6116-2
金武町字金武7745
宜野座村字惣慶1988-332

968-2145
968-6733
968-2020
968-4705

社会福祉施設

名　　称 所　在　地 NTT
金武町社会福祉協議会
身体障害者療護施設松原園
社会福祉法人朝日福祉会
特別養護老人ホーム光が丘
介護老人保健施設信愛の丘
居宅介護支援事業所くばの里
有料老人ホーム風雅
支援センターすまいるふぁみりー
ハウス虹の里
サポートセンターあさひ
就労支援センターどりーむ
あさひの家

金武町字金武1842
金武町字金武4231
金武町字金武520番地1
金武町字伊芸1292-1
金武町字屋嘉2724
金武町字金武4196-28
金武町字金武4790番地1
金武町字金武35
金武町字金武790番地
金武町字金武520-1番地
金武町字金武11655-10番地
金武町字金武8130-1番地

968-3310
968-3961
968-8118
968-4486
965-6655
968-6521
968-7780
968-8577
983-2220
983-8118
983-3575
983-8161

県の施設 名　　称 所　在　地 NTT
石川警察署金武交番 金武町字金武4547-3 968-2105

国の施設 沖縄防衛局金武出張所
金武ダム管理支所

金武町字伊芸76-1　2階
金武町字金武9959

968-3100
0980-52-3872

各区事務所

金武区事務所
並里区事務所
中川区事務所
伊芸区事務所
屋嘉区事務所

金武町字金武151
金武町字金武714-1
金武町字金武10543-1
金武町字伊芸778-1
金武町字屋嘉360-1

968-2108
968-2102
968-2407
968-2147
964-2040

その他の施設

金武郵便局
独立行政法人国立病院機構琉球病院
金武漁業協同組合
金武町商工会
金武町特産品物産センター
金武町研修施設
金武町社交業組合
金武町軍用地等地主会
金武町土地改良事務所
金武有機堆肥センター

金武町字金武57-2
金武町字金武7958-1
金武町字金武4359-5
金武町字金武 4090-1
金武町字金武 4090-1
金武町字金武 4090-1
金武町字金武 4133
金武町字金武 224-7
金武町字金武 638
金武町字金武 2064-2

968-2601
968-2133
968-3596
968-2491
983-2552
983-2552
968-3578
968-2099
968-3944
968-5548

名　　称 所　在　地 NTT

名　　称 所　在　地 NTT

商工観光課

67 66



文
明
2
年（
１
４
７
０
年
）

大
永
2
年（
1
5
2
2
年
）

大
永
6
年（
1
5
2
6
年
）

寛
永
4
年（
1
6
2
7
年
）

慶
応
4
年（
1
8
6
8
年
）

明
治
13
年（
1
8
8
0
年
）

明
治
14
年（
1
8
8
1
年
）

明
治
15
年（
1
8
8
2
年
）

明
治
19
年（
1
8
8
6
年
）

明
治
23
年（
1
8
9
0
年
）

明
治
24
年（
1
8
9
1
年
）

明
治
26
年（
1
8
9
3
年
）

明
治
27
年（
1
8
9
4
年
）

明
治
30
年（
1
8
9
7
年
）

明
治
31
年（
1
8
9
8
年
）

明
治
32
年（
1
8
9
9
年
）

明
治
34
年（
1
9
0
1
年
）

明
治
36
年（
1
9
0
3
年
）

明
治
37
年（
1
9
0
4
年
）

尚
徳
王
の
遺
巨「
七
日
浜
」を
通
る

日
秀
上
人
福
花
に
上
陸
金
武
観
音
寺

創
建

金
武
按
司
首
里
に
転
居

金
武
王
子
朝
貞
茶
の
種
子
を
は
じ
め
て

漢
那
に
栽
培

當
山
久
三
氏
、仲
田
徳
三
氏
生
ま
れ
る

首
里
、那
覇
、泊
等
か
ら
喜
瀬
武
原
に
は

じ
め
て
移
住

大
城
孝
蔵
氏
生
ま
れ
る

金
武
小
学
校
創
立

伊
芸
万
助
氏 
地
頭
代
就
任

伊
芸
金
次
郎
氏 

地
頭
代
就
任

嘉
芸
簡
易
小
学
校
創
設

金
武
郵
便
局
設
置

金
武
小
学
校
嘉
芸
分
校
設
置

當
山
久
三
氏 

金
武
小
学
校
長
就
任

金
武
局
貯
金
業
務
開
始

伊
芸
金
次
郎
氏 

間
切
長
就
任

金
武
小
学
校
現
敷
地
に
移
転

〃
　
　
　
　
　
　
高
等
科
と
併
置

嘉
芸
尋
常
小
学
校
設
立

国
頭
高
等
小
学
校
分
教
場
を
金
武
小

学
校
に
置
く

當
山
久
三
氏
の
海
外
移
民
始
ま
る

米
国
へ
移
民
の
は
じ
め（
当
山
又
助
氏
、

宜
野
座
牧
助
氏
）

當
山
久
三
氏 

第
二
回
ハ
ワイ
移
民
引
率

フィ
リ
ピ
ン
移
民
は
じ
ま
る

大
城
孝
蔵
氏 

移
民
監
督
と
し
て
マ
ニ

ラへ

明
治
38
年（
1
9
0
5
年
）

明
治
39
年（
1
9
0
6
年
）

明
治
41
年（
1
9
0
8
年
）

明
治
42
年（
1
9
0
9
年
）

明
治
43
年（
1
9
1
0
年
）

大
正
元
年（
1
9
1
2
年
）

大
正
2
年（
1
9
1
3
年
）

大
正
4
年（
1
9
1
5
年
）

大
正
6
年（
1
9
1
7
年
）

大
正
9
年（
1
9
2
0
年
）

大
正
11
年（
1
9
2
2
年
）

大
正
12
年（
1
9
2
3
年
）

大
正
13
年（
1
9
2
4
年
）

大
正
14
年（
1
9
2
5
年
）

昭
和
元
年（
1
9
2
6
年
）

昭
和
2
年（
1
9
2
7
年
）

昭
和
3
年（
1
9
2
8
年
）

仲
田
徳
三
氏 

間
切
長
就
任

大
城
孝
蔵
氏 

マ
ニ
ラ
か
ら
ダ
バオへ
移
民

新
里
良
清
氏 

間
切
長
就
任（
初
代
村
長
）

金
武
村
販
売
購
買
信
用
組
合
設
立

金
武
間
切
を
廃
し
て
金
武
村
に
な
る

當
山
久
三
氏 

仲
田
徳
三
氏 

県
議
当
選

當
山
久
三
氏 

死
去

与
那
嶺
三
郎
氏 

村
長
就
任（
2
代
）

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
は
じ
め

沖
縄
で
初
め
て
衆
議
院
選
挙
が
は
じ
ま
る

ペル
ー
移
民
の
は
じ
め

宜
野
座
半
吉
氏 

村
長
就
任（
3
代
）

記
念
道
路
開
通（
大
正
天
皇
御
即
位
記
念
）

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
移
民
は
じ
ま
る

新
里
善
助
氏 

村
長
就
任（
4
代
）

金
武
安
富
祖
線
郡
道
開
通

奥
間
清
盛
医
師 

金
武
で
開
業

新
里
善
助
氏 

村
長
就
任（
5
代
）

金
武
小
学
校
全
焼

村
内
各
部
落
に
信
用
販
売
購
買
利
用

組
合
設
置

屋
嘉
、故
知
屋
間
の
村
道
開
通

大
川
の
工
事
竣
工

奥
間
清
盛
氏 

県
議
当
選

小
波
津
保
光
氏 

村
長
就
任（
6
代
）

金
武
小
学
校
が
沖
縄
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
校
舎
と
し
て
建
設
さ
れ
る

与
那
城
常 
産
婆
開
業

青
年
訓
練
所
設
立

仲
田
源
助
氏 

村
長
就
任（
7
代
）

当
山
順
吉
氏 

村
長
就
任（
8
代
）

昭
和
4
年（
1
9
2
9
年
）

昭
和
6
年（
1
9
3
1
年
）

昭
和
7
年（
1
9
3
2
年
）

昭
和
9
年（
1
9
3
4
年
）

昭
和
12
年（
1
9
3
7
年
）

昭
和
14
年（
1
9
3
9
年
）

昭
和
15
年（
1
9
4
0
年
）

昭
和
16
年（
1
9
4
1
年
）

昭
和
17
年（
1
9
4
2
年
）

昭
和
19
年（
1
9
4
4
年
）

知
念
誠
太
郎
氏 

病
院
開
業

本
村
は
県
道
東
線
の
延
長
を
促
進
す
る

た
め
海
外
の
村
出
身
者
ま
で
寄
付
を
募

り
石
川
橋
の
橋
桁
を
寄
付

金
武
村
に
キ
ビ
の
大
茎
種
普
及

守
屋
知
事
は
金
武
村
が
挙
村
民
政
党

に
入
党
す
る
こ
と
を
条
件
に
石
川
橋
を

完
成
さ
せ
た
の
で
県
道
が
金
武
迄
延
長

さ
れ
る

當
山
久
三
氏
の
銅
像
建
立

新
里
善
助
氏 

村
長
就
任（
9
代
）

金
武
村
に
沖
縄
百
号
い
も
普
及

金
武
観
音
寺
全
焼

青
年
学
級
義
務
制
に
な
る

平
川
ダ
ム
五
ヵ
年
目
に
完
成

池
原
新
蔵
氏 

村
長
就
任（
10・11
代
）

字
並
里
シ
ジ
ャ
タ
原
に
製
糖
工
場
設
立

字
金
武
池
原
に
製
糖
工
場
設
置

字
屋
嘉
製
糖
工
場
設
置

字
伊
芸
親
田
原
等
の
耕
地
整
理
着
工

大
西
法
師
住
職
に
な
る

中
川
に
県
立
拓
南
訓
練
所
開
設

各
小
学
校
国
民
学
校
に
改
称

仲
田
傳
造
氏 

村
長
就
任（
12
代
）

金
武
観
音
寺
再
建

学
童
九
州
地
方
に
疎
開

３
月
３
日
金
武
村
の
防
衛
隊
召
集

４
月
３
日
米
軍
金
武
に
侵
攻

７
月
７
日
中
川
小
学
校
開
校

松
岡
政
保
氏 

諮
詢
会
の
幹
事
に
な
る

11
月
７
日
屋
嘉
収
容
所
の
捕
虜
釈
放

昭
和
21
年（
1
9
4
6
年
）

昭
和
22
年（
1
9
4
7
年
）

昭
和
23
年（
1
9
4
8
年
）

昭
和
24
年（
1
9
4
9
年
）

昭
和
25
年（
1
9
5
0
年
）

昭
和
26
年（
1
9
5
1
年
）

昭
和
27
年（
1
9
5
2
年
）

伊
芸
豊
徳
氏 

村
長
就
任（
13
代
）

金
武
小
学
校
設
立（
校
長 

大
城
栄
俊
氏
）

３
月 

屋
嘉
区
民
が
屋
嘉
西
側
へ
移
動

金
武
村
農
業
組
合
設
立

各
部
落
に
農
業
組
合
支
部
発
足

12
月
６
日 

石
川
に
い
た
伊
芸
屋
嘉
区

民
、伊
芸
に
移
動
許
可

金
武
村
に
乳
用
山
羊
米
国
よ
り
到
着

伊
芸
区
綱
引
き
開
催

金
武
中
学
校
設
立（
校
長 

宮
里
武
英
氏
）

嘉
芸
中
学
校
開
校（
初
等
学
校
と
併
置
）

初
の
村
長
選
で
松
岡
政
幸
氏
が
当
選

（
14
代
）

新
日
本
円
を
B
軍
票
に
切
り
替
え

金
武
保
養
院
開
設

琉
球
銀
行
設
立

中
川
小
学
校
現
敷
地
に
移
転

武
田
原
土
地
改
良

琉
球
精
神
病
院
開
設

屋
嘉
ビ
ー
チ
の
西
側
半
分
、軍
用
地
か

ら
開
放

米
国
か
ら
村
に
使
役
用
馬
到
着

第
１
回
ハ
ワ
イ
観
光
団
来
村（
団
長
は

村
出
身
の
新
里
銀
輝
氏
）

戦
後
初
の
大
綱
引（
金
武･

並
里
）開
催

松
岡
政
幸
氏 

村
長
就
任（
15
代
）

戦
後
初
の
土
地
所
有
権
証
明
書
交
付

さ
れ
る

並
里
に
製
糖
工
場
設
置

昭
和
28
年（
1
9
5
3
年
）

昭
和
29
年（
1
9
5
4
年
）

昭
和
30
年（
1
9
5
5
年
）

昭
和
31
年（
1
9
5
6
年
）

昭
和
32
年（
1
9
5
7
年
）

昭
和
33
年（
1
9
5
8
年
）

昭
和
34
年（
1
9
5
9
年
）

昭
和
35
年（
1
9
6
0
年
）

昭
和
36
年（
1
9
6
1
年
）

奥
間
清
徳
氏 

村
長
就
任（
16
代
）

軍
用
地
支
払
い
開
始

金
武・並
里
信
用
協
同
組
合
設
立

年
金・恩
給
支
払
い
開
始

屋
嘉
農
業
協
同
組
合
設
立

嘉
芸
小
中
学
校
が
塩
原
に
移
転

私
立
屋
嘉
小
中
学
校
設
置（
未
公
認：

校
長 

吉
野
松
男
氏
）

戦
後
戸
籍
簿
作
成

私
立
屋
嘉
小
中
学
校
認
可

宜
野
座
達
雄
氏 

村
長
就
任（
17
代
）

各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
結
成

火
葬
場
完
成

マ
リ
ン
隊
駐
屯

キ
ャン
プ
ハン
セン
工
事
着
工

ミ
ル
ク
給
食
実
施

三
和
銀
行
出
張
所
設
置

金
武
村
育
英
会
組
織
結
成

公
立
屋
嘉
小
中
学
校
認
可

金
武
中
学
校
校
歌
制
定

ド
ル
通
貨
交
換

屋
嘉
小
中
学
校
現
敷
地
に
移
転

テ
レ
ビ
局
開
局

金
武
中
学
校
現
敷
地
に
移
転

宜
野
座
達
雄
氏 

村
長
就
任（
18
代
）

伊
芸
徳一氏 

立
法
院
議
員
当
選

パン
給
食
が
は
じ
ま
る

琉
球
銀
行
金
武
出
張
所
設
置

當
山
久
三
氏
の
銅
像
再
建

嘉
芸
小
中
学
校
統
合

（
校
長 

阿
波
連
宗
正
氏
）

昭
和
37
年（
1
9
6
2
年
）

昭
和
38
年（
1
9
6
3
年
）

昭
和
39
年（
1
9
6
4
年
）

昭
和
40
年（
1
9
6
5
年
）

昭
和
41
年（
1
9
6
6
年
）

昭
和
42
年（
1
9
6
7
年
）

嘉
芸
小
中
学
校
P
T
A
会
結
成

金
武・並
里
区
に
電
灯
を
設
置

キ
ャン
プ
ハ
ン
セ
ン
完
成（
総
工
事
費
１

１
５
０
万
ド
ル
）

新
開
地
に
建
築
が
は
じ
ま
る

伊
芸
徳一氏 

立
法
院
議
員
当
選（
２
期
目
）

伊
芸・屋
嘉・中
川
区
に
電
灯
を
設
置

県
下
に
72
年
ぶ
り
の
旱
ば
つ
が
お
と
ず

れ
る

松
岡
政
保
氏 

行
政
主
席
に
任
命
さ
れ
る

広
報｢

金
武｣

創
刊
号
発
行

岡
村
顕
氏 

村
長
就
任（
19
代
）

金
武・嘉
芸
両
中
学
校
統
合

聖
火
本
村
通
過（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

伊
芸
徳一氏 

立
法
院
議
員
当
選

（
３
期
目
）

大
豆
作
、麦
作
村
か
ら
消
え
る

金
武
村
長
生
会
結
成

沖
縄
銀
行
支
店
設
置

全
琉
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
武
小
学
校

優
良
校
に
な
る

嘉
芸
小
学
校
75
周
年

金
武
幼
稚
園
開
園

立
法
院 

松
岡
政
保
氏
を
行
政
主
席
に

選
出
す
る（
２
期
目
）

金
武
中
学
校
中
部
地
区
野
球
大
会
で

優
勝
す
る

嘉
芸
幼
稚
園
開
園

金
武
小
学
校
85
周
年

金
武
中
学
校
中
部
地
区
野
球
大
会
で

二
連
勝
す
る

戦
後（
宜
野
座
村
分
村
後
）

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

町のあゆみ 町
の
あ
ゆ
み

町
の
あ
ゆ
み

69 68



町のあゆみ
昭
和
43
年（
1
9
6
8
年
）

昭
和
44
年（
1
9
6
9
年
）

昭
和
45
年（
1
9
7
0
年
）

昭
和
46
年（
1
9
7
1
年
）

昭
和
47
年（
1
9
7
2
年
）

金
武
中
学
校
全
琉
中
学
野
球
大
会
で

優
勝

松
岡
主
席
渡
米
し
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
と

会
見
し
施
政
返
還
な
ど
を
訴
え
る

金
武
保
育
所
完
成（
収
容
定
員
60
人
）

嘉
芸
小
学
校
が
交
通
安
全
優
良
校
と

し
て
表
彰
さ
れ
る

金
武
村
農
業
協
同
組
合
設
立

金
武
局
電
話
自
動
化
さ
れ
る

岡
村
顕
氏 
村
長
就
任（
20
代
）

中
川
幼
稚
園
開
園

伊
芸
徳一氏 
立
法
院
議
員
当
選

（
４
期
目
）

ベト
ナ
ム
引
き
あ
げ
の
米
海
軍
キ
ャン

プ
ハン
セン
に
配
置
さ
れ
る

１
村
営
住
宅
完
成（
１
種
）

松
岡
政
保
氏 

勲
２
等
瑞
宝
章
叙
勲

金
武
村
教
育
区
給
食
セン
タ
ー
完
成

村
内
学
校
の
完
全
給
食
実
施

消
防
庁
舎
が
完
成

２
村
営
住
宅
完
成（
２
種
）

軍
用
地
主
会
が
発
足

金
武
村
養
豚
組
合
が
発
足

松
岡
政
保
氏
の
銅
像
建
立

オ
ラ
ン
ダ
森
に
芳
魂
の
塔
建
立

金
武
小
体
育
館
完
成

嘉
芸
小
学
校
が
全
琉
花
い
っ
ぱ
い
運
動

優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

大
城
栄
俊
氏 

勲
５
等
双
光
旭
日
章
叙
勲

山
城
昌
英
氏 

勲
６
等
単
光
旭
日
章
叙
勲

浜
田
保
育
所
完
成（
収
容
定
員
60
人
）

本
土
復
帰

金
武
村
役
所
を
金
武
村
役
場
に
改
称

昭
和
48
年（
1
9
7
3
年
）

昭
和
49
年（
1
9
7
4
年
）

昭
和
50
年（
1
9
7
5
年
）

通
貨
切
替（
ド
ル
か
ら
円
へ
）

岡
村
顕
氏 

村
長
就
任（
21
代
）

小
橋
川
朝
蔵
氏 

県
議
会
議
員
当
選

金
武
村
教
育
委
員
会
、教
育
長
に
山
城

正
平
氏
就
任

衛
生
課
を
増
設

昭
和
38
年
以
来
の
大
綱
引
き

浜
田
船
揚
げ
場
完
成

屋
嘉
保
育
所
開
所（
収
容
定
員
30
人
）

金
武
村
振
興
開
発
委
員
会
発
足

金
武
村
営
ゴ
ミ
焼
却
場
が
完
成

２
村
営
住
宅
完
成（
２
種
）

本
村
婦
人
会
員
若
夏
国
体
演
技
で
大

活
躍

老
人
福
祉
セン
タ
ー
が
完
成

第一回
チ
ビ
ッ
子
球
技
大
会

国
頭
郡
体
育
大
会
に
お
い
て
卓
球
と
柔

道
が
優
勝

金
武
中
学
校
体
育
館
完
成

伊
芸
保
育
所
開
所（
収
容
定
員
30
人
）

池
原
長
流
氏 

勲
６
等
瑞
宝
章
叙
勲

金
武
村
議
会
が
優
良
町
村
議
会
と
し
て

表
彰
さ
れ
る

診
療
所
に
待
望
の
医
師（
諸
星
ま
さ
先

生
）就
任

浜
田
排
水
路
完
成

金
武
村
さ
と
う
き
び
要
求
価
格
貫
徹

農
民
大
会

行
政
相
談
員
に
安
富
信
栄
氏

新
村
議
会
議
員
決
ま
る（
新
定
数
22
名
）

金
武
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

米
価
が
安
い
た
め
金
武・並
里・中
川
区

で
米
作
農
家
が
消
え
る

昭
和
51
年（
1
9
7
6
年
）

昭
和
52
年（
1
9
7
7
年
）

昭
和
53
年（
1
9
7
8
年
）

昭
和
54
年（
1
9
7
9
年
）

昭
和
55
年（
1
9
8
0
年
）

中
川
保
育
所
完
成（
収
容
定
員
30
人
）

大
城
龍
太
郎
氏 

勲
５
等
旭
日
章
叙
勲

福
花
土
地
改
良
着
工

村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
を
結
成

木
登
代・喜
瀬
武
原
一
帯
の
開
発
を
目

指
し
産
業
開
発
道
路
着
工

秋
田
県
知
事
来
村

屋
嘉
土
地
改
良
着
工（
総
予
算
35
億
）

嘉
芸
小
学
校
体
育
館
完
成

並
里
保
育
所
完
成（
収
容
定
員
60
人
）

吉
田
勝
栄
氏 

村
長
就
任（
22
代
）

小
橋
川
朝
蔵
氏 

県
議
会
議
員
当
選（
２

期
目
）

金
武
公
会
堂
完
成

（
区
長 

新
里
栄
蔵
氏
）

沖
縄
初
の
有
線
放
送
電
話
開
通

並
里
福
花
に
水
芋
増
産

第
１
回
村
社
会
教
育
振
興
大
会
開
催

第
１
回
金
武
村
ま
つ
り
開
催

産
業
開
発
道
路
完
成

村
歌・村
章・村
木・村
花
制
定
す
る

宮
里
武
英
氏 

勲
５
等
双
光
旭
日
章
叙
勲

金
武
保
養
院
が
宜
野
湾
市
へ
移
転

中
川
小
学
校
体
育
館
完
成

村
立
診
療
所
完
成

金
武
歯
科
診
療
所
オ
ー
プ
ン

波
武
謝
線一周
道
路
完
成

屋
嘉
レ
ス
ト
セン
タ
ー
軍
用
地
か
ら
開
放

金
武・並
里
大
綱
引
開
催

金
武
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
さ
れ
る

福
花
土
地
改
良
完
成

吉
田
勝
栄
氏 

町
長
就
任（
初
代
）

町
制
移
行

昭
和
56
年（
1
9
8
1
年
）

昭
和
57
年（
1
9
8
2
年
）

昭
和
58
年（
1
9
8
3
年
）

小
橋
川
朝
蔵
氏 

県
議
会
議
員
当
選

（
３
期
目
）

屋
嘉
ダ
ム
着
工

町
議
会
復
帰
後
１
０
０
回
を
数
え
る

役
場
庁
舎
完
成

金
武
養
豚
団
地
完
成

企
画・住
民
二
課
増
設

町
議
会
に
お
い
て
金
武
小
学
校
の
全
面

改
築
決
ま
る

喜
久
山
盛
忠
氏 

県
農
林
水
産
部
長
就
任

宜
野
座
光
昭
氏 

松
岡
政
紀
氏 

博
士
号

受
賞

国
頭
郡
陸
上
大
会
に
お
いて
６
連
覇
飾
る

町
立
火
葬
場
完
成

屋
嘉
養
豚
団
地
完
成

屋
嘉
ダ
ム
完
成

名
護
養
護
学
校
金
武
分
校
完
成

軍
用
地
等
地
主
会
館
完
成

金
武
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年

金
武
小
学
校
改
築
工
事
の
た
め
取
り
壊

し
始
ま
る

全
国
町
村
会
か
ら
優
良
町
と
し
て
彰
さ

れ
る

県
中
学
校
軟
式
庭
球
大
会
で
金
武
中

学
校
女
子
が
優
勝
を
飾
る

県
中
学
校
野
球
大
会
で
金
武
中
学
校

が
16
年
ぶ
り
に
優
勝
を
飾
る

仲
間
美
智
子
さ
ん
が
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
大
会
走
り
幅
と
び
の
部
で
入
賞

町
歌
制
定

吉
田
勝
栄
氏 

町
長
就
任（
２
代
）

岡
村
顕
氏 

勲
５
等
双
光
旭
日
章
叙
勲

町
営
グ
ラ
ウン
ド・公
民
館・図
書
館
完
成

昭
和
59
年（
1
9
8
4
年
）

昭
和
60
年（
1
9
8
5
年
）

昭
和
61
年（
1
9
8
6
年
）

昭
和
62
年（
1
9
8
7
年
）

昭
和
63
年（
1
9
8
8
年
）

平
成
元
年（
1
9
8
9
年
）

平
成
2
年（
1
9
9
0
年
）

平
成
3
年（
1
9
9
1
年
）

金
武
漁
業
協
同
組
合
待
望
の
初
セ
リ
が

行
わ
れ
る

金
武
小
学
校
の
つ
り
鐘
が
40
年
ぶ
り
に

復
活
し「
勧
学
之
鐘
」と
命
名

吉
田
勝
栄
町
長
、全
国
町
村
会
か
ら
自

治
功
労
の
表
彰
を
受
け
る

金
武
地
区
清
掃
セン
タ
ー
完
成

町
立
体
育
館
完
成

町
民
憲
章
制
定

教
育
委
員
長
に
奥
間
松
蔵
氏
就
任

仲
地
清
氏
博
士
号
受
賞

金
武
観
音
寺
42
年
ぶ
り
に
修
復

第
２
回
国
民
体
育
大
会
ク
レ
ー
射
撃

本
町
で
開
催

県
春
季
中
学
校
野
球
大
会
で
金
武
中

学
校
が
優
勝
を
飾
る

16
年
ぶ
り
に
町
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
、

仲
間
輝
久
雄
氏
が
町
長
就
任（
３
代
）

屋
嘉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
式
並
び

に
祝
賀
会

嘉
芸
小
学
校
１
０
０
周
年
大
運
動
会

ク
エ
ー
ル
米
国
副
大
統
領
が
来
町
し
沖

縄
県
知
事
ら
と
会
見
を
行
う

嘉
芸
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年

屋
嘉
ト
ン
ネ
ル
開
通

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
に
よ
り
総
合

行
政
シ
ス
テ
ム
を
開
始

町
制
施
行
10
周
年

屋
嘉
地
区
公
民
館・体
育
館
落
成

金
武
大
川
改
修

｢

當
山
久
三
生
誕
の
地｣

碑
を
建
立

當
山
久
三
氏
の
銅
像
を
ハ
ワイ
に
建
立

社
交
街
に
歓
迎
ア
ー
チ
設
置

平
成
4
年（
1
9
9
2
年
）

平
成
5
年（
1
9
9
3
年
）

平
成
6
年（
1
9
9
4
年
）

平
成
7
年（
1
9
9
5
年
）

平
成
8
年（
1
9
9
6
年
）

平
成
9
年（
1
9
9
7
年
）

喜
瀬
武
原
ダ
ム
竣
工
式・祝
賀
会

第一回
金
武
町
健
康
ま
つ
り

柔
道
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
代
表
選
手
が

本
町
で
強
化
練
習
を
行
う

ホ
タ
ル
ま
つ
り（
町
商
工
会
青
年
部
）

中
川
町
営
住
宅
完
成

中
川
近
隣
公
園
完
成

中
川
地
区
公
民
館
落
成

｢

仲
田
徳
三
翁
生
誕
の
地｣

碑
を
建
立

ジ
ェ
ー
ム
ズ・Ａ
ク
ー
タ
ー
米
国
国
防

基
地
閉
鎖・再
編
委
員
長
来
町

ア
バ
ク
ロ
ン
ビ
ー
米
国
連
邦
議
会
下
院

軍
事
委
員
来
町

金
武
地
区
公
民
館
落
成

吉
田
勝
廣
氏 

町
長
就
任（
５
代
）

戦
後
50
周
年
金
武
町
平
和
推
進
事
業

実
施

｢

平
和
を
創
造
す
る
私
達
の
誓い｣

を
決
議

中
川
小
学
校
創
立
50
周
年

金
武
火
力
発
電
所
建
設
に
伴
い｢

初
期

地
点｣

に
指
定
さ
れ
る

県
道
１
０
４
号
線
越
え
実
弾
砲
撃
演
習

廃
止・米
軍
ヘ
リ
騒
音
防
止
を
要
求
す

る
町
民
大
会

浜
田
保
育
所
改
築

普
天
間
飛
行
場
返
還
に
伴
う
ヘ
リ
ポ
ー

ト
移
設
に
反
対
す
る
町
民
大
会

金
武
町
大
綱
引

金
武
町
史「
移
民
編
」発
刊

海
外
移
住
者
子
弟
等
研
修
生
受
入
事

業
が
実
施

屋
嘉
区
簡
易
水
道
、町
へ
移
管

在
沖
米
軍
基
地
の
整
理・統
合・縮
小

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

町
の
あ
ゆ
み

町
の
あ
ゆ
み

平
成
10
年（
1
9
9
8
年
）

平
成
11
年（
1
9
9
9
年
）

平
成
12
年（
2
0
0
0
年
）

平
成
13
年（
2
0
0
1
年
）

平
成
14
年（
2
0
0
2
年
）

平
成
15
年（
2
0
0
3
年
）

に
伴
う
沖
縄
県
に
係
る
諸
問
題
並
び
に

沖
縄
振
興
策
等
に
関
す
る
調
査
の
た
め

衆
議
院
調
査
団
来
町

新
開
地
活
性
化
事
業（
第一回
）

県
内
初
の
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
方
式
で
新

給
食
セン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト

金
武
中
学
校
創
立
50
周
年

救
急
救
命
業
務
運
用
開
始

金
武
町
街
灯
施
設
点
灯
式

伊
芸
区
農
業
集
落
排
水
事
業
の
管
理

委
託
契
約
を
町
と
同
区
が
締
結

金
武
町
移
住
百
周
年
記
念
式
典

金
武
町
立
図
書
館
開
館

金
武
町
総
合
保
健
福
祉
セン
タ
ー
落
成

金
武
町
移
民
体
験
航
海
事
業

新
世
紀
平
和・文
化
推
進
事
業

地
域
イン
タ
ー
ネ
ッ
ト
導
入
促
進
事
業

並
里
区
青
年・婦
人
会
館
落
成

金
武
町
特
産
品
物
産
セン
タ
ー
オ
ー
プン

金
武
町
大
綱
引

伊
芸
地
区
集
計
所
落
成

金
武
火
力
発
電
所
１
号
機
営
業
運
転

開
始

全
国
優
良
村
表
彰
で
優
良
町
を
受
賞

儀
武
剛
氏 

町
長
就
任（
７
代
）

雄
飛
が
丘
町
民
ふ
れ
あ
い
ガ
ー
デン
開
園

町
営
プ
ー
ル
落
成

金
武
町
史「
戦
争
編
」を
発
刊

商
工
業
等
研
修
等
施
設
落
成

中
川
第
３
団
地
完
成

エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
沖
縄・金
武
町
開
催

町
商
工
会
設
立
30
周
年

第
39
回
沖
縄
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

平
成
20
年（
2
0
0
8
年
）

平
成
21
年（
2
0
0
9
年
）

ツ
大
会
開
催

屋
嘉
第
２
団
地
完
成

町
立
武
道
館
に
て
ア
テ
ネ
五
輪
男
子
全

日
本
柔
道
強
化
合
宿

金
武
町
商
工
会
青
年
部
設
立
20
周
年

フィ
リ
ピ
ン
移
民
の
父
、大
城
孝
蔵
氏
の

銅
像
を
上
ヌ
毛
公
園
に
建
立

金
武
ア
ク
ティ
ブ
パー
ク
オ
ー
プ
ン

金
武
町
葬
祭
場
完
成

陸
軍
複
合
射
撃
訓
練
場
の
建
設
に
反

対
す
る
町
民
大
会
開
催

屋
嘉
大
綱
引
き
開
催

い
し
じ
ゃ
自
由
市
場
10
周
年

金
武
町
内
初
の
不
発
弾
処
理

町
営
住
宅
並
里
団
地
完
成

金
武
観
音
寺
の
フ
ク
ギ
が
沖
縄
の
名
木

１
０
０
選
に
認
定

陸
軍
複
合
射
撃
訓
練
強
行
実
施
緊
急

抗
議
県
民
集
会
開
催

ぬ
ち
ぐ
す
い
フ
ェ
ス
タ
開
催

第
４
次
金
武
町
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

伊
芸
区
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
が
沖
縄
の
名
木

１
０
０
選
に
認
定

金
武
町
自
然
体
験
ま
つ
り
開
催

儀
武
剛
氏 

町
長
就
任（
８
代
）

金
武
町
喜
瀬
武
原
地
区
農
民
集
会
所

完
成

伊
芸
ス
ナ
ヒ
チ（
綱
引
き
） 開
催

億
首
ダ
ム
本
体
工
事
に
関
す
る
覚
書
調
印

第
４
回
世
界
の
シ
マ
ヌ
チ
ュ
大
会
開
催

特
用
林
産
物（
ぶ
な
し
め
じ
） 

施
設
運

営
主
体
基
本
合
意
書
調
印

億
首
ダ
ム
建
設
施
設
内
で
国
頭
方
東

平
成
16
年（
2
0
0
4
年
）

平
成
17
年（
2
0
0
5
年
）

平
成
18
年（
2
0
0
6
年
）

平
成
19
年（
2
0
0
7
年
）

海
道
の一部（
宿
道
）が
確
認
さ
れ
、一般

見
学
会
が
行
わ
れ
る

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
及
び
分
別
収

集
が
ス
タ
ー
ト

金
武
町
特
用
林
産
物（
ぶ
な
し
め
じ
）施

設
が
完
成
し
、操
業
が
開
始
さ
れ
る

国
頭
郡
球
格
技
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
部
で
４
年
ぶ
り
の
優
勝

金
武
中
学
校
と
ハ
ワ
イ
州
カ
ポ
レ
イ
ミ

ド
ル
ス
ク
ー
ル
が
姉
妹
校
を
締
結
す
る

第
１
回
金
武
町
長
杯
地
球
環
境
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
ティ
バ

ル
が
伊
芸
海
浜
公
園
ビ
ー
チ
で
開
催
さ

れ
る

ネ
イ
チ
ャ
ー
み
ら
い
館
が
完
成
し
供
用

開
始
さ
れ
る

少
年
野
球
チ
ー
ム
金
武
ジ
ュ
ニ
ア
ス

タ
ー
ズ
が
第
30
回
稲
尾
杯
少
年
野
球

大
会
に
沖
縄
県
代
表
と
し
て
出
場
し
優

勝
す
る

沖
縄
県
人
ブ
ラ
ジ
ル・ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
移

住
１
０
０
周
年
を
迎
え
、金
武
町
か
ら

の
訪
問
団
が
現
地
を
訪
れ
記
念
式
典
な

ど
に
参
加
す
る

第
１
回
金
武
町
文
化
祭
開
催

金
武
町
文
化
協
会
設
立
20
周
年

金
武
公
会
堂
前
広
場
多
目
的
広
場
が

完
成

第
１
回
金
武
町
た
ん
ぼ
フ
ェ
ス
タ
開
催

億
首
ダ
ム
の
本
体
建
設
工
事
が
始
ま
る

金
武
町
ま
つ
り
が
第
30
回
を
迎
え
る

中
川
近
隣
公
園
に
屋
外
ス
テ
ー
ジ
が
完
成

県
内
初
の
幼
保一体
化
施
設
で
あ
る
金

平
成
22
年（
2
0
1
0
年
）

平
成
23
年（
2
0
1
1
年
）

平
成
24
年（
2
0
1
2
年
）

平
成
25
年（
2
0
1
3
年
）

平
成
26
年（
2
0
1
4
年
）

武
町
立
幼
稚
園・金
武
保
育
所
が
完
成

伊
芸
海
浜
公
園
が
完
成

儀
武
剛
氏 

町
長
就
任（
９
代
）

億
首
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
施
設
が
完
成
し

供
用
開
始
さ
れ
る

金
武
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
供
用

開
始
さ
れ
る

広
報
金
武
が
５
０
０
号
を
迎
え
る

金
武
町
青
年
海
外
派
遣
事
業
の
開
始

億
首
ダ
ム
建
設
工
事
現
場
で
定
礎
式
が

行
わ
れ
る

ギン
バ
ル
訓
練
場
返
還
式

国
内
初
の
田
芋
焼
酎
が
発
売

第
５
回
世
界
の
シ
マン
チ
ュ
大
会
開
催

金
武
町
ベー
ス
ボ
ー
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
落
成

金
武
町
公
式facebook

ペー
ジ
開
設

金
武
町
陸
上
競
技
場
完
成

北
米
金
武
町
人
会
創
立
90
周
年

ブ
ラ
ジ
ル
金
武
町
人
会
創
立
１
０
０
周
年

保
険
証
が
個
人
カ
ー
ド
に
変
更

町
民
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
開
始

金
武
町
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

開
始

金
武
町
出
身
者
ペル
ー
移
民
１
０
０
周
年

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
跡
地
に「
ヘル
ス
ケ
ア

セン
タ
ー
」

「
フィ
ッ
ティン
グ
セ
ン
タ
ー
」「
地
域
医

療
施
設
」

「
海
洋
療
法
児
童
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
」

が
落
成

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

仲
間一氏 

町
長
就
任（
10
代
）

億
首
ダ
ム
が
竣
工
し
名
称
を
金
武
ダ
ム

平
成
27
年（
2
0
1
5
年
）

平
成
28
年（
2
0
1
6
年
）

平
成
29
年（
2
0
1
7
年
）

平
成
30
年（
2
0
1
8
年
）

平
成
31
年・令
和
元
年

（
２
０
１
９
年
）

へ
変
更・供
用
開
始

い
し
じ
ゃ
ゆ
ん
た
く
市
場
20
周
年

ギン
バ
ル
訓
練
場
跡
地
に
温
泉
湧
出

社
会
保
障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バー
）

制
度
開
始

第
１
回
金
武
ダ
ム
ま
つ
り
開
催

「
金
武
町
移
民
の
日
」制
定

ギン
バ
ル
訓
練
場
跡
地
に「KIN

放
射
線

治
療・健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
」開
院

金
武
町
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セン
タ
ー
完
成

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
ビ
ジ
ッ
ト
金

武
タ
ウ
ン
」公
開

當
山
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

金
武
地
区
公
園
の
新
遊
具（
き
ん
タ
ー

ム
ラ
ン
ド
）設
置

宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
ド
リ
ー
ム・

ベー
ス
ボ
ー
ル
開
催

金
武
町
婦
人
連
合
会
創
立
70
周
年

KIN

ア
ク
ティ
ブ
パ
ー
ク
等
に
無
料
公

衆
無
銭LAN

（W
i-Fi

）整
備

金
武
町
文
化
協
会
創
立
30
周
年

金
武
町
陸
上
競
技
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
完

成町
認
定
こ
ど
も
園
開
園（
金
武・嘉
芸
）

仲
間一氏
町
長
就
任（
11
代
目
）

當
山
久
三
生
誕
１
５
０
年
記
念
祭

国
道
３
２
９
号
金
武
バ
イ
パ
ス
全
線
開

通株
式
会
社
アイ
ロ
ム
P
M
と
温
泉
宿
泊

施
設
建
設
事
業
に
関
す
る
基
本
合
意

調
印

並
里
こ
ど
も
園
落
成

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
サ
ッ

カ
ー
競
技
開
催

金
武
児
童
公
園
に
新
遊
具
設
置

町
営
住
宅
中
川
第
四
団
地
完
成

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル

市
と
友
好
都
市
協
定
を
締
結

金
武
タ
ー
ム
パー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ

ン屋
嘉
児
童
公
園
完
成

新・金
武
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
供
用
開

始出
生
率
全
国
１
位
に（
2
0
1
3
〜

2
0
1
7
年
合
計
特
殊
出
生
率
　
厚

生
労
働
省
発
表
）

當
山
紀
念
館
が
国
登
録
有
形
文
化
財
へ

登
録

金
武
町
権
利
擁
護
支
援
中
核
機
構「
サ

ポ
ー
ト
き
ん
」設
置

商
工
会
、観
光
協
会
、琉
球
銀
行
、沖
縄

銀
行
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
連
携
協

定
を
締
結

伊
芸
地
区
公
園（
さ
く
ま
つ
公
園
）に
新

遊
具
設
置

デ
ジ
タ
ル
サイ
ネ
ー
ジ
運
用
開
始

仲
間一氏
　
町
長
就
任（
12
代
目
）

A
S
B
O 

S
T
A
Y 

H
O
T
E
L

（
ア
ス
ボ
ス
テイ
ホ
テ
ル
）開
業

K
I
N
サ
ン
ライ
ズ
ビ
ー
チ
開
園

コ
ミ
ュニ
ティ
バ
ス
運
行
開
始

金
武
町
防
災
情
報
戸
別
受
信
シ
ス
テ
ム

運
用
開
始（
戸
別
受
信
機
導
入
）

令
和
２
年（
２
０
２
０
年
）

令
和
３
年（
２
０
２
１
年
）

令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）

71 70



町のあゆみ 町
の
あ
ゆ
み

町
の
あ
ゆ
み

昭
和
43
年（
1
9
6
8
年
）

昭
和
44
年（
1
9
6
9
年
）

昭
和
45
年（
1
9
7
0
年
）

昭
和
46
年（
1
9
7
1
年
）

昭
和
47
年（
1
9
7
2
年
）

金
武
中
学
校
全
琉
中
学
野
球
大
会
で

優
勝

松
岡
主
席
渡
米
し
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
と

会
見
し
施
政
返
還
な
ど
を
訴
え
る

金
武
保
育
所
完
成（
収
容
定
員
60
人
）

嘉
芸
小
学
校
が
交
通
安
全
優
良
校
と

し
て
表
彰
さ
れ
る

金
武
村
農
業
協
同
組
合
設
立

金
武
局
電
話
自
動
化
さ
れ
る

岡
村
顕
氏 

村
長
就
任（
20
代
）

中
川
幼
稚
園
開
園

伊
芸
徳一氏 

立
法
院
議
員
当
選

（
４
期
目
）

ベト
ナ
ム
引
き
あ
げ
の
米
海
軍
キ
ャン

プ
ハン
セン
に
配
置
さ
れ
る

１
村
営
住
宅
完
成（
１
種
）

松
岡
政
保
氏 

勲
２
等
瑞
宝
章
叙
勲

金
武
村
教
育
区
給
食
セン
タ
ー
完
成

村
内
学
校
の
完
全
給
食
実
施

消
防
庁
舎
が
完
成

２
村
営
住
宅
完
成（
２
種
）

軍
用
地
主
会
が
発
足

金
武
村
養
豚
組
合
が
発
足

松
岡
政
保
氏
の
銅
像
建
立

オ
ラ
ン
ダ
森
に
芳
魂
の
塔
建
立

金
武
小
体
育
館
完
成

嘉
芸
小
学
校
が
全
琉
花
い
っ
ぱ
い
運
動

優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

大
城
栄
俊
氏 

勲
５
等
双
光
旭
日
章
叙
勲

山
城
昌
英
氏 

勲
６
等
単
光
旭
日
章
叙
勲

浜
田
保
育
所
完
成（
収
容
定
員
60
人
）

本
土
復
帰

金
武
村
役
所
を
金
武
村
役
場
に
改
称

昭
和
48
年（
1
9
7
3
年
）

昭
和
49
年（
1
9
7
4
年
）

昭
和
50
年（
1
9
7
5
年
）

通
貨
切
替（
ド
ル
か
ら
円
へ
）

岡
村
顕
氏 

村
長
就
任（
21
代
）

小
橋
川
朝
蔵
氏 

県
議
会
議
員
当
選

金
武
村
教
育
委
員
会
、教
育
長
に
山
城

正
平
氏
就
任

衛
生
課
を
増
設

昭
和
38
年
以
来
の
大
綱
引
き

浜
田
船
揚
げ
場
完
成

屋
嘉
保
育
所
開
所（
収
容
定
員
30
人
）

金
武
村
振
興
開
発
委
員
会
発
足

金
武
村
営
ゴ
ミ
焼
却
場
が
完
成

２
村
営
住
宅
完
成（
２
種
）

本
村
婦
人
会
員
若
夏
国
体
演
技
で
大

活
躍

老
人
福
祉
セン
タ
ー
が
完
成

第一回
チ
ビ
ッ
子
球
技
大
会

国
頭
郡
体
育
大
会
に
お
い
て
卓
球
と
柔

道
が
優
勝

金
武
中
学
校
体
育
館
完
成

伊
芸
保
育
所
開
所（
収
容
定
員
30
人
）

池
原
長
流
氏 

勲
６
等
瑞
宝
章
叙
勲

金
武
村
議
会
が
優
良
町
村
議
会
と
し
て

表
彰
さ
れ
る

診
療
所
に
待
望
の
医
師（
諸
星
ま
さ
先

生
）就
任

浜
田
排
水
路
完
成

金
武
村
さ
と
う
き
び
要
求
価
格
貫
徹

農
民
大
会

行
政
相
談
員
に
安
富
信
栄
氏

新
村
議
会
議
員
決
ま
る（
新
定
数
22
名
）

金
武
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

米
価
が
安
い
た
め
金
武・並
里・中
川
区

で
米
作
農
家
が
消
え
る

昭
和
51
年（
1
9
7
6
年
）

昭
和
52
年（
1
9
7
7
年
）

昭
和
53
年（
1
9
7
8
年
）

昭
和
54
年（
1
9
7
9
年
）

昭
和
55
年（
1
9
8
0
年
）

中
川
保
育
所
完
成（
収
容
定
員
30
人
）

大
城
龍
太
郎
氏 

勲
５
等
旭
日
章
叙
勲

福
花
土
地
改
良
着
工

村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
を
結
成

木
登
代・喜
瀬
武
原
一
帯
の
開
発
を
目

指
し
産
業
開
発
道
路
着
工

秋
田
県
知
事
来
村

屋
嘉
土
地
改
良
着
工（
総
予
算
35
億
）

嘉
芸
小
学
校
体
育
館
完
成

並
里
保
育
所
完
成（
収
容
定
員
60
人
）

吉
田
勝
栄
氏 

村
長
就
任（
22
代
）

小
橋
川
朝
蔵
氏 

県
議
会
議
員
当
選（
２

期
目
）

金
武
公
会
堂
完
成

（
区
長 

新
里
栄
蔵
氏
）

沖
縄
初
の
有
線
放
送
電
話
開
通

並
里
福
花
に
水
芋
増
産

第
１
回
村
社
会
教
育
振
興
大
会
開
催

第
１
回
金
武
村
ま
つ
り
開
催

産
業
開
発
道
路
完
成

村
歌・村
章・村
木・村
花
制
定
す
る

宮
里
武
英
氏 

勲
５
等
双
光
旭
日
章
叙
勲

金
武
保
養
院
が
宜
野
湾
市
へ
移
転

中
川
小
学
校
体
育
館
完
成

村
立
診
療
所
完
成

金
武
歯
科
診
療
所
オ
ー
プ
ン

波
武
謝
線一周
道
路
完
成

屋
嘉
レ
ス
ト
セン
タ
ー
軍
用
地
か
ら
開
放

金
武・並
里
大
綱
引
開
催

金
武
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
さ
れ
る

福
花
土
地
改
良
完
成

吉
田
勝
栄
氏 

町
長
就
任（
初
代
）

町
制
移
行

昭
和
56
年（
1
9
8
1
年
）

昭
和
57
年（
1
9
8
2
年
）

昭
和
58
年（
1
9
8
3
年
）

小
橋
川
朝
蔵
氏 

県
議
会
議
員
当
選

（
３
期
目
）

屋
嘉
ダ
ム
着
工

町
議
会
復
帰
後
１
０
０
回
を
数
え
る

役
場
庁
舎
完
成

金
武
養
豚
団
地
完
成

企
画・住
民
二
課
増
設

町
議
会
に
お
い
て
金
武
小
学
校
の
全
面

改
築
決
ま
る

喜
久
山
盛
忠
氏 

県
農
林
水
産
部
長
就
任

宜
野
座
光
昭
氏 

松
岡
政
紀
氏 

博
士
号

受
賞

国
頭
郡
陸
上
大
会
に
お
いて
６
連
覇
飾
る

町
立
火
葬
場
完
成

屋
嘉
養
豚
団
地
完
成

屋
嘉
ダ
ム
完
成

名
護
養
護
学
校
金
武
分
校
完
成

軍
用
地
等
地
主
会
館
完
成

金
武
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年

金
武
小
学
校
改
築
工
事
の
た
め
取
り
壊

し
始
ま
る

全
国
町
村
会
か
ら
優
良
町
と
し
て
彰
さ

れ
る

県
中
学
校
軟
式
庭
球
大
会
で
金
武
中

学
校
女
子
が
優
勝
を
飾
る

県
中
学
校
野
球
大
会
で
金
武
中
学
校

が
16
年
ぶ
り
に
優
勝
を
飾
る

仲
間
美
智
子
さ
ん
が
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
大
会
走
り
幅
と
び
の
部
で
入
賞

町
歌
制
定

吉
田
勝
栄
氏 

町
長
就
任（
２
代
）

岡
村
顕
氏 

勲
５
等
双
光
旭
日
章
叙
勲

町
営
グ
ラ
ウン
ド・公
民
館・図
書
館
完
成

昭
和
59
年（
1
9
8
4
年
）

昭
和
60
年（
1
9
8
5
年
）

昭
和
61
年（
1
9
8
6
年
）

昭
和
62
年（
1
9
8
7
年
）

昭
和
63
年（
1
9
8
8
年
）

平
成
元
年（
1
9
8
9
年
）

平
成
2
年（
1
9
9
0
年
）

平
成
3
年（
1
9
9
1
年
）

金
武
漁
業
協
同
組
合
待
望
の
初
セ
リ
が

行
わ
れ
る

金
武
小
学
校
の
つ
り
鐘
が
40
年
ぶ
り
に

復
活
し「
勧
学
之
鐘
」と
命
名

吉
田
勝
栄
町
長
、全
国
町
村
会
か
ら
自

治
功
労
の
表
彰
を
受
け
る

金
武
地
区
清
掃
セン
タ
ー
完
成

町
立
体
育
館
完
成

町
民
憲
章
制
定

教
育
委
員
長
に
奥
間
松
蔵
氏
就
任

仲
地
清
氏
博
士
号
受
賞

金
武
観
音
寺
42
年
ぶ
り
に
修
復

第
２
回
国
民
体
育
大
会
ク
レ
ー
射
撃

本
町
で
開
催

県
春
季
中
学
校
野
球
大
会
で
金
武
中

学
校
が
優
勝
を
飾
る

16
年
ぶ
り
に
町
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
、

仲
間
輝
久
雄
氏
が
町
長
就
任（
３
代
）

屋
嘉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
式
並
び

に
祝
賀
会

嘉
芸
小
学
校
１
０
０
周
年
大
運
動
会

ク
エ
ー
ル
米
国
副
大
統
領
が
来
町
し
沖

縄
県
知
事
ら
と
会
見
を
行
う

嘉
芸
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年

屋
嘉
ト
ン
ネ
ル
開
通

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
に
よ
り
総
合

行
政
シ
ス
テ
ム
を
開
始

町
制
施
行
10
周
年

屋
嘉
地
区
公
民
館・体
育
館
落
成

金
武
大
川
改
修

｢

當
山
久
三
生
誕
の
地｣

碑
を
建
立

當
山
久
三
氏
の
銅
像
を
ハ
ワイ
に
建
立

社
交
街
に
歓
迎
ア
ー
チ
設
置

平
成
4
年（
1
9
9
2
年
）

平
成
5
年（
1
9
9
3
年
）

平
成
6
年（
1
9
9
4
年
）

平
成
7
年（
1
9
9
5
年
）

平
成
8
年（
1
9
9
6
年
）

平
成
9
年（
1
9
9
7
年
）

喜
瀬
武
原
ダ
ム
竣
工
式・祝
賀
会

第一回
金
武
町
健
康
ま
つ
り

柔
道
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
代
表
選
手
が

本
町
で
強
化
練
習
を
行
う

ホ
タ
ル
ま
つ
り（
町
商
工
会
青
年
部
）

中
川
町
営
住
宅
完
成

中
川
近
隣
公
園
完
成

中
川
地
区
公
民
館
落
成

｢

仲
田
徳
三
翁
生
誕
の
地｣

碑
を
建
立

ジ
ェ
ー
ム
ズ・Ａ
ク
ー
タ
ー
米
国
国
防

基
地
閉
鎖・再
編
委
員
長
来
町

ア
バ
ク
ロ
ン
ビ
ー
米
国
連
邦
議
会
下
院

軍
事
委
員
来
町

金
武
地
区
公
民
館
落
成

吉
田
勝
廣
氏 

町
長
就
任（
５
代
）

戦
後
50
周
年
金
武
町
平
和
推
進
事
業

実
施

｢

平
和
を
創
造
す
る
私
達
の
誓い｣

を
決
議

中
川
小
学
校
創
立
50
周
年

金
武
火
力
発
電
所
建
設
に
伴
い｢

初
期

地
点｣

に
指
定
さ
れ
る

県
道
１
０
４
号
線
越
え
実
弾
砲
撃
演
習

廃
止・米
軍
ヘ
リ
騒
音
防
止
を
要
求
す

る
町
民
大
会

浜
田
保
育
所
改
築

普
天
間
飛
行
場
返
還
に
伴
う
ヘ
リ
ポ
ー

ト
移
設
に
反
対
す
る
町
民
大
会

金
武
町
大
綱
引

金
武
町
史「
移
民
編
」発
刊

海
外
移
住
者
子
弟
等
研
修
生
受
入
事

業
が
実
施

屋
嘉
区
簡
易
水
道
、町
へ
移
管

在
沖
米
軍
基
地
の
整
理・統
合・縮
小

平
成
10
年（
1
9
9
8
年
）

平
成
11
年（
1
9
9
9
年
）

平
成
12
年（
2
0
0
0
年
）

平
成
13
年（
2
0
0
1
年
）

平
成
14
年（
2
0
0
2
年
）

平
成
15
年（
2
0
0
3
年
）

に
伴
う
沖
縄
県
に
係
る
諸
問
題
並
び
に

沖
縄
振
興
策
等
に
関
す
る
調
査
の
た
め

衆
議
院
調
査
団
来
町

新
開
地
活
性
化
事
業（
第一回
）

県
内
初
の
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
方
式
で
新

給
食
セン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト

金
武
中
学
校
創
立
50
周
年

救
急
救
命
業
務
運
用
開
始

金
武
町
街
灯
施
設
点
灯
式

伊
芸
区
農
業
集
落
排
水
事
業
の
管
理

委
託
契
約
を
町
と
同
区
が
締
結

金
武
町
移
住
百
周
年
記
念
式
典

金
武
町
立
図
書
館
開
館

金
武
町
総
合
保
健
福
祉
セン
タ
ー
落
成

金
武
町
移
民
体
験
航
海
事
業

新
世
紀
平
和・文
化
推
進
事
業

地
域
イン
タ
ー
ネ
ッ
ト
導
入
促
進
事
業

並
里
区
青
年・婦
人
会
館
落
成

金
武
町
特
産
品
物
産
セン
タ
ー
オ
ー
プン

金
武
町
大
綱
引

伊
芸
地
区
集
計
所
落
成

金
武
火
力
発
電
所
１
号
機
営
業
運
転

開
始

全
国
優
良
村
表
彰
で
優
良
町
を
受
賞

儀
武
剛
氏 

町
長
就
任（
７
代
）

雄
飛
が
丘
町
民
ふ
れ
あ
い
ガ
ー
デン
開
園

町
営
プ
ー
ル
落
成

金
武
町
史「
戦
争
編
」を
発
刊

商
工
業
等
研
修
等
施
設
落
成

中
川
第
３
団
地
完
成

エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
沖
縄・金
武
町
開
催

町
商
工
会
設
立
30
周
年

第
39
回
沖
縄
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

平
成
20
年（
2
0
0
8
年
）

平
成
21
年（
2
0
0
9
年
）

ツ
大
会
開
催

屋
嘉
第
２
団
地
完
成

町
立
武
道
館
に
て
ア
テ
ネ
五
輪
男
子
全

日
本
柔
道
強
化
合
宿

金
武
町
商
工
会
青
年
部
設
立
20
周
年

フィ
リ
ピ
ン
移
民
の
父
、大
城
孝
蔵
氏
の

銅
像
を
上
ヌ
毛
公
園
に
建
立

金
武
ア
ク
ティ
ブ
パー
ク
オ
ー
プ
ン

金
武
町
葬
祭
場
完
成

陸
軍
複
合
射
撃
訓
練
場
の
建
設
に
反

対
す
る
町
民
大
会
開
催

屋
嘉
大
綱
引
き
開
催

い
し
じ
ゃ
自
由
市
場
10
周
年

金
武
町
内
初
の
不
発
弾
処
理

町
営
住
宅
並
里
団
地
完
成

金
武
観
音
寺
の
フ
ク
ギ
が
沖
縄
の
名
木

１
０
０
選
に
認
定

陸
軍
複
合
射
撃
訓
練
強
行
実
施
緊
急

抗
議
県
民
集
会
開
催

ぬ
ち
ぐ
す
い
フ
ェ
ス
タ
開
催

第
４
次
金
武
町
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

伊
芸
区
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
が
沖
縄
の
名
木

１
０
０
選
に
認
定

金
武
町
自
然
体
験
ま
つ
り
開
催

儀
武
剛
氏 

町
長
就
任（
８
代
）

金
武
町
喜
瀬
武
原
地
区
農
民
集
会
所

完
成

伊
芸
ス
ナ
ヒ
チ（
綱
引
き
） 開
催

億
首
ダ
ム
本
体
工
事
に
関
す
る
覚
書
調
印

第
４
回
世
界
の
シ
マ
ヌ
チ
ュ
大
会
開
催

特
用
林
産
物（
ぶ
な
し
め
じ
） 

施
設
運

営
主
体
基
本
合
意
書
調
印

億
首
ダ
ム
建
設
施
設
内
で
国
頭
方
東

平
成
16
年（
2
0
0
4
年
）

平
成
17
年（
2
0
0
5
年
）

平
成
18
年（
2
0
0
6
年
）

平
成
19
年（
2
0
0
7
年
）

海
道
の一部（
宿
道
）が
確
認
さ
れ
、一般

見
学
会
が
行
わ
れ
る

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
及
び
分
別
収

集
が
ス
タ
ー
ト

金
武
町
特
用
林
産
物（
ぶ
な
し
め
じ
）施

設
が
完
成
し
、操
業
が
開
始
さ
れ
る

国
頭
郡
球
格
技
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
部
で
４
年
ぶ
り
の
優
勝

金
武
中
学
校
と
ハ
ワ
イ
州
カ
ポ
レ
イ
ミ

ド
ル
ス
ク
ー
ル
が
姉
妹
校
を
締
結
す
る

第
１
回
金
武
町
長
杯
地
球
環
境
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
ティ
バ

ル
が
伊
芸
海
浜
公
園
ビ
ー
チ
で
開
催
さ

れ
る

ネ
イ
チ
ャ
ー
み
ら
い
館
が
完
成
し
供
用

開
始
さ
れ
る

少
年
野
球
チ
ー
ム
金
武
ジ
ュ
ニ
ア
ス

タ
ー
ズ
が
第
30
回
稲
尾
杯
少
年
野
球

大
会
に
沖
縄
県
代
表
と
し
て
出
場
し
優

勝
す
る

沖
縄
県
人
ブ
ラ
ジ
ル・ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
移

住
１
０
０
周
年
を
迎
え
、金
武
町
か
ら

の
訪
問
団
が
現
地
を
訪
れ
記
念
式
典
な

ど
に
参
加
す
る

第
１
回
金
武
町
文
化
祭
開
催

金
武
町
文
化
協
会
設
立
20
周
年

金
武
公
会
堂
前
広
場
多
目
的
広
場
が

完
成

第
１
回
金
武
町
た
ん
ぼ
フ
ェ
ス
タ
開
催

億
首
ダ
ム
の
本
体
建
設
工
事
が
始
ま
る

金
武
町
ま
つ
り
が
第
30
回
を
迎
え
る

中
川
近
隣
公
園
に
屋
外
ス
テ
ー
ジ
が
完
成

県
内
初
の
幼
保一体
化
施
設
で
あ
る
金

平
成
22
年（
2
0
1
0
年
）

平
成
23
年（
2
0
1
1
年
）

平
成
24
年（
2
0
1
2
年
）

平
成
25
年（
2
0
1
3
年
）

平
成
26
年（
2
0
1
4
年
）

武
町
立
幼
稚
園・金
武
保
育
所
が
完
成

伊
芸
海
浜
公
園
が
完
成

儀
武
剛
氏 

町
長
就
任（
９
代
）

億
首
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
施
設
が
完
成
し

供
用
開
始
さ
れ
る

金
武
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
供
用

開
始
さ
れ
る

広
報
金
武
が
５
０
０
号
を
迎
え
る

金
武
町
青
年
海
外
派
遣
事
業
の
開
始

億
首
ダ
ム
建
設
工
事
現
場
で
定
礎
式
が

行
わ
れ
る

ギン
バ
ル
訓
練
場
返
還
式

国
内
初
の
田
芋
焼
酎
が
発
売

第
５
回
世
界
の
シ
マン
チ
ュ
大
会
開
催

金
武
町
ベー
ス
ボ
ー
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
落
成

金
武
町
公
式facebook

ペー
ジ
開
設

金
武
町
陸
上
競
技
場
完
成

北
米
金
武
町
人
会
創
立
90
周
年

ブ
ラ
ジ
ル
金
武
町
人
会
創
立
１
０
０
周
年

保
険
証
が
個
人
カ
ー
ド
に
変
更

町
民
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
開
始

金
武
町
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

開
始

金
武
町
出
身
者
ペル
ー
移
民
１
０
０
周
年

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
跡
地
に「
ヘル
ス
ケ
ア

セン
タ
ー
」

「
フィ
ッ
ティン
グ
セ
ン
タ
ー
」「
地
域
医

療
施
設
」

「
海
洋
療
法
児
童
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
」

が
落
成

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

仲
間一氏 

町
長
就
任（
10
代
）

億
首
ダ
ム
が
竣
工
し
名
称
を
金
武
ダ
ム

平
成
27
年（
2
0
1
5
年
）

平
成
28
年（
2
0
1
6
年
）

平
成
29
年（
2
0
1
7
年
）

平
成
30
年（
2
0
1
8
年
）

平
成
31
年・令
和
元
年

（
２
０
１
９
年
）

へ
変
更・供
用
開
始

い
し
じ
ゃ
ゆ
ん
た
く
市
場
20
周
年

ギン
バ
ル
訓
練
場
跡
地
に
温
泉
湧
出

社
会
保
障・税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バー
）

制
度
開
始

第
１
回
金
武
ダ
ム
ま
つ
り
開
催

「
金
武
町
移
民
の
日
」制
定

ギン
バ
ル
訓
練
場
跡
地
に「KIN

放
射
線

治
療・健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
」開
院

金
武
町
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セン
タ
ー
完
成

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
ビ
ジ
ッ
ト
金

武
タ
ウ
ン
」公
開

當
山
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

金
武
地
区
公
園
の
新
遊
具（
き
ん
タ
ー

ム
ラ
ン
ド
）設
置

宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
ド
リ
ー
ム・

ベー
ス
ボ
ー
ル
開
催

金
武
町
婦
人
連
合
会
創
立
70
周
年

KIN

ア
ク
ティ
ブ
パ
ー
ク
等
に
無
料
公

衆
無
銭LAN

（W
i-Fi

）整
備

金
武
町
文
化
協
会
創
立
30
周
年

金
武
町
陸
上
競
技
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
完

成町
認
定
こ
ど
も
園
開
園（
金
武・嘉
芸
）

仲
間一氏
町
長
就
任（
11
代
目
）

當
山
久
三
生
誕
１
５
０
年
記
念
祭

国
道
３
２
９
号
金
武
バ
イ
パ
ス
全
線
開

通株
式
会
社
アイ
ロ
ム
P
M
と
温
泉
宿
泊

施
設
建
設
事
業
に
関
す
る
基
本
合
意

調
印

並
里
こ
ど
も
園
落
成

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
サ
ッ

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

主
な
出
来
事

年

カ
ー
競
技
開
催

金
武
児
童
公
園
に
新
遊
具
設
置

町
営
住
宅
中
川
第
四
団
地
完
成

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル

市
と
友
好
都
市
協
定
を
締
結

金
武
タ
ー
ム
パー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ

ン屋
嘉
児
童
公
園
完
成

新・金
武
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
供
用
開

始出
生
率
全
国
１
位
に（
2
0
1
3
〜

2
0
1
7
年
合
計
特
殊
出
生
率
　
厚

生
労
働
省
発
表
）

當
山
紀
念
館
が
国
登
録
有
形
文
化
財
へ

登
録

金
武
町
権
利
擁
護
支
援
中
核
機
構「
サ

ポ
ー
ト
き
ん
」設
置

商
工
会
、観
光
協
会
、琉
球
銀
行
、沖
縄

銀
行
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
連
携
協

定
を
締
結

伊
芸
地
区
公
園（
さ
く
ま
つ
公
園
）に
新

遊
具
設
置

デ
ジ
タ
ル
サイ
ネ
ー
ジ
運
用
開
始

仲
間一氏
　
町
長
就
任（
12
代
目
）

A
S
B
O 

S
T
A
Y 

H
O
T
E
L

（
ア
ス
ボ
ス
テイ
ホ
テ
ル
）開
業

K
I
N
サ
ン
ライ
ズ
ビ
ー
チ
開
園

コ
ミ
ュニ
ティ
バ
ス
運
行
開
始

金
武
町
防
災
情
報
戸
別
受
信
シ
ス
テ
ム

運
用
開
始（
戸
別
受
信
機
導
入
）

令
和
２
年（
２
０
２
０
年
）

令
和
３
年（
２
０
２
１
年
）

令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）
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金武町歌
作詞　下門 龍栄 作曲　城間 繁

はつらつと ＝約 104

一
、
綿
津
見
に
　若
太
陽
昇
り

金
武
湾
に
　浮
か
ぶ
島
々

七
日
浜
　金
武
の
岬
や
　悠
久
の
　大
地
肥
沃
に

賑
わ
い
て
　軒
並
び
建
つ

こ
こ
ぞ
わ
が
　魂
育
て
し
　金
武
の
町

ニ
、
五
大
州
　我
ら
が
家
ぞ

い
ざ
行
か
ん
　雄
飛
の
森
は

先
覚
の
　偉
業
を
讃
う
　我
ら
ま
た
　心
雄
し
く

新
興
の
　息
吹
き
新
た
に

躍
進
の
　歴
史
を
刻
む
　自
治
の
町

三
、
大
川
の
　流
れ
豊
か
に

幾
世
経
て
　汲
め
ど
も
尽
き
ず

地
の
恵
み
　豊
穣
に
稔
り
　生
業
の
　活
力
地
に
満
つ

あ
あ
わ
れ
ら
　心
一
つ
に

明
日
の
日
の
　希
望
に
燃
ゆ
る
　金
武
の
町

金武町町章
Kin Town Emblem

町章は、頭文字「キン」を円と翼のイメージにデザイン化し、町民の融和、平和、団結
を表すと共に町勢の雄飛発展を表現。金武町の輝く将来を力強く象徴したものです。

金武小学校をはじめ、各家庭の庭先などに
多く植栽され、町内で最も広く分布してい
る花ということから、金武町を象徴する花
として制定されています。

琉歌「金武節」に詠まれ、金武中学校校歌
の一節にもあり、また町民に親しまれて広く
町内に分布していることから、金武町を象
徴する木として制定されています。

Depicting the first character of the town’ s name, “金 ,” turned into a circle and wings, the town emblem represents the town’ s soaring 
development and also expresses the peace, harmony, and unity of the townspeople of Kin. This emblem is a powerful symbol of Kin’ s 
shining future.

As the most widely distributed flower in town, the 
cherry blossom can be found planted in gardens across 
various homes and on the premises of Kin Elementary 
School, establishing it as the flower that symbolizes 
Kin. 

Included in the lyrics of an old Okinawan poem called 
“Chin Bushi”, as well as in Kin Town Junior High 
School’s school song. This tree was established as the 
tree that symbolizes Kin for being well known among 
townspeople and distributed widely.

サクラ
The cherry blossom

町　花
Town flower

町　木
Town tree

クバ
The Chinese fan palm

■金武町要覧
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